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イワガキはマガキと同じ Crassostrea 属に属

するカキで，産卵期の前である夏が旬であるの

で“夏ガキ”とも呼ばれている。従来は限られ

た地方で消費されていたが，日本酒の CM 等で

一躍有名となり，最近では街の居酒屋でも賞味

できるようになるなど消費が増加している。こ

れまでは天然の岩礁に生息していたものを採取

し，利用されてきたが，需要の高まりによって

増養殖の試みが各地で行われるようになってき

ている。しかし，イワガキの生態については不

明な点が多く，増養殖の技術開発にあたって大

きな障害となっている。当研究室では日本産

Crassostrea 属の生態や生理研究を行ってきてお

り，イワガキに関しては日本海区水産研究所の

林　育夫室長，石巻専修大学理工学部の大越健

嗣助教授と共同で生態研究を進めている。その

成果はベントス学会や東京大学海洋研究所シン

ポジウムで発表してきたが，ここではそれらを

まとめて紹介する。

１．イワガキの生態研究における問題点

イワガキの生態研究にあたっての最大の問題

点は浮遊幼生や着底初期の段階での種の判別で

ある。イワガキの生息域にはベッコウガキやコ

ケゴロモ等も生息しているが，これらは別属で

あり，貝殻の形態等詳細に見れば識別可能であ

る。しかし，同属であるマガキとは細部の形状

か近く識別が困難である。イワガキとマガキは

成貝では容易に識別できるが，その際に分類の

鍵となる形態上の特徴は着底初期には不明瞭で

ある。このことは，天然採苗を行う際にコレク

ターにイワガキが本当に着定したかどうかやイ

ワガキの増殖礁等の効果を判定する際には問題

となる。そこで，このような時期にイワガキと

マガキを明確に識別する方法が切望されてい

る。この問題を解決するために，我々はイワガ

キとマガキの遺伝子を比較し，PCR と RFLP に

よる識別法を確立した。調べた遺伝子領域は，

Banks et al., 1993が報告している ssrRNA の一

部と Hedgecock et al.., 1999が報告している ITS

領域である。両者はともに有明海に生息するシ

カメガキの識別に用いられているが，我々はこ

れらをイワガキにも適用できるように検討し

た。その結果，ssrRNA 領域では国内に生息す

る Crassostrea 属のうちイワガキだけがある制

限酵素の認識部位を持たないことを明らかにし

た。いっぽう，ITS 領域はイワガキとマガキを

用いて塩基配列（Accession No. AB041760,

AB041761）を決定したところ，イワガキは

660bp であるのに対し，マガキは600bp であり，

得られる PCR 産物の重さが異なることが判っ

た。この結果はこれまでに国内18ヶ所で採取さ

れたイワガキ789個体と同一海域で採取したマ

ガキ214個体について検討したところこれらの

領域には大きな変異は生じておらず，国内に生

息するイワガキの種の判別には有効であること

が判った。したがって，現在，形態で識別が困

難な場合にはこれらの二つの方法を用いてイワ

ガキとマガキの識別を行っている。

２．天然採苗の可能性について

昨年，山形県水産試験場の阿部信彦研究員か

ら連絡があり，コレクターに付着したカキ類の

種の判別の相談があった。ここに，前述の方法

を実際に試すときがきたのである。そこで，山

形県鶴岡市由良沖の水深６ｍの地点においてホ

タテガイの貝殻を利用したコレクターを1999年

９月から11月に垂下し，付着したカキ類につい

て上記手法による種判別を行った。垂下したコ

レクターうち５枚についてコレクター上の７

cm ×７cm の範囲内に固着していたカキ類およ

びその他の固着生物の数を計数した。さらに，

このうち，カキ類の固着数が最も多かったコレ

クター上のカキについてコレクターの表側48個

体，裏側16個体を採集し，上記領域を用いた遺

伝子解析による種の判別を行った。その結果，
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カキ類の固着数はコレクターの表側で多く，一

日あたりの平均着定個体数は９月11～17日の間

が最も多く，それ以後９月18～24日の期間は少

なかったものの11月25日まで一日平均15個以上

の付着が認められた（図１）。

一方，コレクターへのその他の固着生物とし

てはフジツボ類がもっとも多かったが，数は少

なくカキ類への影響は無視できる程度であっ

た。いっぽう，カキ類の着定初期稚貝からの

DNAの抽出方法等を検討した後，上記の領域の

遺伝子領域を PCR および RFLP で解析した結

果，コレクターに固着したカキ類はすべてイワ

ガキであることが明らかになった 。この結果，

1999年の山形県由良沖水深６ｍでは，他の付着

生物が少なく，イワガキのみのの採苗が可能で

あったと考えられた。広島で養殖用に用いられ

るコレクターへの幼生の適正付着数は50-100個

程度とされており，今回の一日あたりに換算し

た付着数からこの海域では２～３日程度コレク

ターを垂下すれば養殖に必要な稚貝を天然採苗

によって確保できる可能性を秘めていると考え

られる。今後はこうして採取した稚貝を用いた

養殖試験等を行い，天然種苗の有効性について

検討する必要がある。

３．書きかえられるイワガキの分布域

様々な貝類図鑑等ではイワガキの生息範囲は

陸奥湾以南とされている。しかし，従来から北

海道南部に生息するのではないかという説もあ

った。今回，林室長に集めていただいた試料の

なかで北海道立栽培漁業総合センター松山惠二

貝類部長から送っていただいた北海道熊石で採

取された個体について貝殻の形態が目にとまっ

た（図２）。

それはマガキとは言いきれない何かがあり，

イワガキにも似ていた。そこで早速，形態に着

いては大越助教授に解析していただき，我々は

上記の遺伝子領域について調べてみた。その結

果，形態および遺伝子の両面から熊石のカキは

イワガキであることが判明した。さらに，その

後北海道水試より寿都町内で養殖されていたホ

タテガイに付着したカキの同定依頼が来たが，

これもイワガキであった。そこで，その周辺海

域のカキを採集していただき調べた結果，積丹

半島あたりまでイワガキが生息することがわか

った。これについては現在も調査中であるが，

この海域は冬季の水温が氷点下にならないこと

と対馬海流の勢力が強い場合，分流が到達する

ことで本州から流れ着いた幼生が年によって着

定し，生息しているのではないか？と考えられ

る。しかし，この海域におけるイワガキの生息

は，近年日本周辺の海域の水温が上昇している
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図１．1999年山形県由良沖水深６ｍに設置したコ
レクターへのイワガキの一日あたりの平均付着
数の推移

図２．北海道熊石で採取されたイワガキ
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といわれており，これによる一時的な現象であ

る可能性があるのでさらに慎重に検討する必要

がある。いずれにしても，函館周辺ではイワガ

キが採取されており，北海道南部にイワガキが

生息していることは確実であり，貝類図鑑の記

載は変更されるべきであろう。また，北海道以

外の海域においてもイワガキは深場の岩礁以外

にも広く分布している。私の郷里の紀伊半島南

部では海水浴が可能な砂浜の潮間帯にある転石

や岩礁にも付着している。イワガキは撹乱が盛

んで基質の更新が絶えず行われるような場所で

は着定しやすいのかもしれない。したがって，

漁場となるかどうかは別として，国内各地にお

いてもその分布域はかなり広い。

４．日本国内のイワガキの集団の比較

これまでに，林室長のご尽力によって国内18

ヶ所のイワガキが入手できた。これについて現

在集団解析を行っている。それは，マガキのよ

うに人為的な種苗の移動や拡散が行われる前

に，イワガキの本来の集団構造を解析する必要

があるという林室長の考えに基づいている。こ

の知見によってそれぞれの地域に見合った種苗

に使用や保護が行われるべきである。しかし，

イワガキは浮遊期が長く，近接する集団間の幼

生を通じた交流が考えられる。また，カキ類の

ミトコンドリアにある非翻訳領域の変異は魚類

ほどの変異はないのではないかという結果が得

られている。そのため，現在も様々な方法によ

って集団間の比較を行っている。この僅かな差

についてあえて解析を行った結果は図３に示す

通りである。イワガキの太平洋側と日本海側の

集団には差が認められ，さらに，日本海側の集

団は能登半島を境に北と南では異なるのではな

いかという結果が得られている。いっぽう，三

陸のイワガキの一部は日本海の北部集団に類似

しており，これは津軽海峡を抜ける対馬海流に

のって日本海北部のイワガキの幼生が拡散した

可能性が考えられる。今後はさらに検討を進め，

より明確な方法によって解明できるよう研究を

進めたいと考えている。

以上，今回はイワガキについて述べてきたが，

当研究室ではそれ以外の Crassostrea 属につい

ても生理および生態研究を進めている。今後は

これらの研究の結果を基にして増養殖や海洋環

境のモニタリング等の手法の開発などを試みて

みたいと考えている。

（浅海生物生産研究室）
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図３．日本国内のイワガキ集団
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プロジェクト研究「新型赤潮」の五カ年の成果
解 説

松山　幸彦

はじめに

日本沿岸における赤潮発生件数は1970代に最

も高い水準で推移したが，その後減少を続け，

現在ではピーク時の１/３まで減少している。

この数字だけ見る限り，赤潮の猛威は一段落し

水質も改善されているように伺えるが，実態は

かなり違う。急激な水質改善を急いだ結果，海

の栄養分のバランスを狂わせ，新規な渦鞭毛藻

やラフィド藻＊１による新型赤潮の発生と漁業被

害が頻発するようになってきた。特に貝類を特

異的に死滅させる Heterocapsa circularisqua-ma

（ヘテロカプサ・サーキュラリスカーマ，以後ヘ

テロカプサ）＊２による赤潮の被害は深刻で，平成

４年の三重県の英虞湾では真珠養殖に数十億円

もの漁業被害を出し社会問題化した。こうした

新型赤潮に対する早急な対策が望まれていたこ

とから，当赤潮環境部では，平成６年より「渦

鞭毛藻・ラフィド藻等による新型赤潮の発生機

構と出現予測技術の開発に関する研究」を五年

間実施し，この度研究成果をとりまとめたので

その概要を述べる。

新型赤潮の発生機構解明

赤潮の発生自体は，現状では，地震や台風同

様，人間の手で直接制御することは困難である。

しかし，いつ，どこで赤潮が発生するのかを事

前に予測することができれば，漁業被害を最小

限に抑えることも可能である。そのためにも，

赤潮の予察（予測・予報）を的確に行い，対応

策を施す目安にしてもらう努力が重要であると

言える。本プロジェクトではヘテロカプサを主

な対象種とし，赤潮発生に重要な役割を果たす

海況，水質，栄養物質への応答，競合生物など

にスポットを当てて総合的に解析を試みた。

１．ヘテロカプサの増殖生理

まずヘテロカプサの水温や塩分に対する増殖

応答を調べた結果，本種は従来型の赤潮原因種

と比べて高温・高塩分領域で良く増殖すること

が分かった。これは，ヘテロカプサ赤潮が水温

が最も高くなる夏季に頻発することと良く一致

した。また，本種は従来種に比べて少量の栄養

物質でより高密度に増殖することが可能であっ

た。さらに，チッソとともに赤潮発生に重要な

役割を果たすリンについて，通常他の生物があ

まり効率的に利用できない有機態リンを幅広く

利用できることが分かった。これらの事実は，

本種が従来型の赤潮原因種に比較して栄養塩利

用の面から有利（省エネタイプ）であることを

示すものである。低栄養で増殖が可能である点

は，別の新型赤潮であるシャットネラ・ベルク

ローサでも共通して認められたことから，新型

赤潮生物は水質がきれいになってもなかなかし

ぶとく生き残る能力を有した生物群であること

が分かる。近年陸域からのリンの流入が減少し，

結果として赤潮発生件数は減少したものの，赤

潮構成種が新型赤潮生物に変わりつつあること

が今回の結果からも示唆された。

２．現場における出現特性と海況・水質との関

連

ヘテロカプサが頻発する高知県浦ノ内湾およ

び三重県英虞湾においてヘテロカプサと環境要

因の変動について調べたところ，本種は一年で

水温が最も高くなる夏から秋にかけて出現し，

冬～春にはほとんど出現しないことが分かっ

た。この結果は，１．で得られた成果ともよく

一致する。つまり暑さに強いのが取り柄という

ことである。また，本種が爆発的に増殖する７

～20日前に顕著な水温躍層の崩壊（鉛直混合）

が認められ，これらは台風や外洋水の進入で引

き起こされていることが分かった。海水の鉛直

混合は海底に蓄積した栄養物質やテンポラリー

シスト（詳細は後述）等を上層へ輸送すること

により，赤潮発生の引き金となっているものと

推察された。ヘテロカプサが好む夏の暑い時期

は底層のヘドロが活発に分解され，栄養分が多



量に蓄積しているので，海水の混合は好都合な

のである。また，ヘテロカプサ赤潮発生時は無

機態のリンと同等以上の有機態リンが海水中に

含まれており，ヘテロカプサに利用されている

可能性が考えられた。

３．ヘテロカプサの生存戦略：テンポラリーシ

スト

ヘテロカプサは従来型赤潮のように耐久性の

シストを形成しないものの，比較的短期間の休

眠期間を有する一時性（テンポラリー）シスト＊３

（図１参照）を作ることが分かった。

本種は冬の最低水温である10℃では全く増殖で

きないことから，冬はこのテンポラリーシスト

と遊泳細胞の形態を繰り返しながら越冬を行っ

ていることが明らかとなった。また，後述のよ

うにヘテロカプサは低温以外でも何かと条件が

悪くなるとすぐにテンポラリーシストを形成

し，再び条件が良くなると元の遊泳細胞に復活

する。このテンポラリーシストは一時的に不適

な環境をやり過ごすための生存戦略として重要

な役割を果たしている。

４．捕食者との関係

ヘテロカプサは植物プランクトンの一種であ

り，基本的には「一次生産者」＊４に位置づけら

れる。牧場に生える牧草（一次生産者）の量は，

日照や降水といった環境要因の他に，放牧する

牛（二次生産者）の数や牛の摂餌量に大きく左

右される。同様に，実際の海域でも一次生産者

の増殖を制御する重要な一因として，捕食者に

よる捕食活動が挙げられよう。鞭毛藻を好んで

食べる繊毛虫類を使ってヘテロカプサに対する

捕食行動を調べたところ，ヘテロカプサの細胞

密度が低いときには活発に捕食するものの，赤

潮密度になるともはや食べるのを止めてしまう

ことが分かった。従って，一度ヘテロカプサが

暴走してしまえば，繊毛虫だけではそれを止め

ることはできないと言える。しかしながら，カ

イアシ類のような動物プランクトンはヘテロカ

プサを活発に食べることが可能で，有望な捕食

者と位置づけられることが分かった。

５．競合者との関係（珪藻の場合）

赤潮が発生する実際の海ではヘテロカプサだ

けが存在するわけではなく，種々雑多な生物が

競合した状態で存在することから，ヘテロカプ

サが赤潮を形成するためには，これら競合者と

の熾烈な競争にうち勝たねばならない。 一般

的にヘテロカプサのような渦鞭毛藻は増殖が遅

いことから，珪藻類との競争に非常に弱い。渦

鞭毛藻がカメ，珪藻はウサギといったところか。

ヘテロカプサが頻発する内湾のヘドロが堆積し

た海域には珪藻の休眠胞子（タネ）が多量に存

在することから，ヘテロカプサはこれら珪藻類

との競争に四苦八苦しているものと考えられ

る。さらに，ヘテロカプサと珪藻類とを一緒に

混ぜると，まだ栄養分が十分に残っているにも

拘わらず，テンポラリーシストになって増殖を

止めてしまった。２．における調査においても，

ヘテロカプサは珪藻が少ない時期に赤潮を形成

していることから，ウサギが休んでいるスキに

こっそりと追い抜いこうとしている姿が浮か

ぶ。
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図１



６．競合種との関連（鞭毛藻の場合）

ヘテロカプサが珪藻が休んでいるスキに増え

ようとしても赤潮に至るにはまだまだ障害があ

る。自分と同じことを企んでいる輩との「同類

対決」である。ヘテロカプサは面白いことに，

生態学的に同じ地位にある他の鞭毛藻と一緒に

培養すると，それらを短期間で死滅させる能力

を有していることも分かった。直接対決で「飛

び道具」を使っているようなもので，ケンカに

はめっぽう強い。しかしながら，相手の種類や

密度によっては逆に自らがテンポラリーシスト

になって増殖が抑制されることも判明した。同

じような現象は５．でも確認されており，飛び

道具が効かないとケンカには弱いようだ。しか

しながら，一時的に競争に負けても，テンポラ

リーシストになって次の機会を虎視眈々とうか

がっているので，しぶとい生物である。

７．攻撃微生物との関係

最近になって，赤潮生物がバクテリアやウィ

ルスなどの微生物の攻撃をうけて一気に死滅す

る現象が報告されるようになった。こうした現

象は赤潮が劇的に消滅する時などに深く関与し

ていることが示唆される。ヘテロカプサに対す

る攻撃微生物の検索を行ったところ，ヘテロカ

プサはこうした微生物の攻撃を受けるとテンポ

ラリーシストになり，微生物の攻撃に強い耐性

を示すことが分かった。攻撃微生物に強いとい

う点においても，本種が従来型赤潮生物と比べ

て増殖しやすい特性を有していると言える。

最後に（新型赤潮の予測技術の開発）

以上に述べた本プロジェクトの研究成果を基

に，予測に重要な項目をリストッアップし，効

率的なモニタリングに基づいた予測手法を開発

したので概要を図２に示す。予測モデルとして

は，水温塩分による増殖応答を除いて各項目の

パラメータの貢献度をきちんと定量化するまで

には至っていないので，まだ完璧なものではな

い。しかし，低密度時のモニタリングと重点項

目の推移を逐一チェックすることで，およその

赤潮発生規模を推定できることが十分に期待さ

れる。このプロジェクトが完了した後もヘテロ

カプサをはじめとする新型赤潮は衰えるどころ

かますます勢力を増している。幸いにも水産庁

と各県の水産試験場を中心にモニタリング体制

が整備されたことから，今後本プロジェクトで

示された項目を各地域のモニタリングにも応用

し，的確な新型赤潮予測が実現することを願っ

ている。

プロジェクトの参画者は以下の通りである。

プロジェクトリーダー（内田卓志：現瀬戸内海

海洋環境部生産環境研究室）

課題担当者・機関：山口峰生・板倉　茂・長崎

慶三（赤潮生物研究室），内田卓志（生産環境

研究室），松山幸彦（有毒プランクトン研究室），

神山孝史（現東北区水産研究所海区水産業研究

部），高知県水産試験場

＊１ 渦鞭毛藻・ラフィド藻

いずれも鞭毛を有した「鞭毛藻の仲間」で，有害

な赤潮生物の大半が含まれる。魚介類を斃死させた

り，人間などに有毒な毒素を生産して貝毒を引き起

こす種類も知られている。

＊２ ヘテロカプサ・サーキュラリスカーマ

1995年に新種として発表された渦鞭毛藻の一種で

大きさは20μm 前後。日本では1988年突如出現し，

それ以降貝類養殖業に甚大な被害を及ぼし続けてい

る。細胞の表層に貝類に対してのみ害作用を及ぼす

毒素を有している。

＊３ テンポラリーシスト（temporary cyst）

日本語では一時性休眠胞子。通常の遊泳細胞が細

胞表層の構造物を脱ぎ捨て，比較的膠質物の皮膜に

覆われた球形化細胞に変化した状態を呼ぶ。通常の

休眠胞子と異なり，有性生殖は必ずしも伴わない。

条件が整えば短期間にもとの遊泳細胞に戻る。

＊４ 一次生産者

基礎生産者とも呼ばれ，海においては光合成を行

う植物プランクトンや大型海藻類のことを指す。ほ

とんどの海洋生物は一次生産者を通じた食物連鎖に

頼って生きている。

（有毒プランクトン研究室）
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図２．新型赤潮の発生予察モデル



赤潮研究の背景

わが国における赤潮発生件数は瀬戸内海域だ

けでも年間約100件におよび，魚介類のへい死

などにより過去10年間の被害総額は70億円近く

にも上っている。最近では，これまで発生が見

られなかった赤潮生物ヘテロカプサなどによる

新型赤潮が頻発し，その発生海域も拡大する傾

向にある。また，国際的な水産物の流通を通じ

て，諸外国で発生している新奇赤潮生物がわが

国に侵入する危険性も指摘されるなど，赤潮を

巡る多くの新たな問題が顕在化してきている。

研究課題と主要成果

赤潮による漁業被害を防止するためには，

「赤潮生物の生理・生態特性の解明に基づく発

生機構の解明」，「赤潮の発生予察技術の開発」，

「赤潮の防除技術の開発」などの研究を推進す

る必要がある。昭和54年に南西海区水産研究所

に赤潮部赤潮生物研究室が設置されて以来，当

研究室ではこれらの研究課題に取り組み，有害

ラフィド藻シャットネラの生活史の全容の解

明，赤潮生物を攻撃する微生物（細菌・ウイル

ス）の発見や有害赤潮生物と競合する珪藻類の

生理・生態特性の解明などの成果を挙げてき

た。

メンバー紹介

長崎慶三主任研究官：赤潮プランクトンを殺

藻するウイルス研究の権威。赤潮藻ヘテロシグ

マに感染し殺藻するウイルスを中心に，現場海

域におけるそれらの生態や分子生物学的な性状

解析を進めるとともに，新たな殺藻ウイルスの

“ハンティング”にも果敢に挑戦中。近い将来，

赤潮防除のための生物農薬への応用が期待され

る。

板倉　茂主任研究官：赤潮プランクトンの競

合種である珪藻類の休眠期細胞の生理・生態に

関するエキスパート。休眠期細胞とは高等植物

の種子に相当するもの。対象を有毒プランクト

ンにも広げ，現場海域における休眠期細胞の生

態やそれらの形成，休眠，発芽生理と環境要因

との関係の解明を進めている。

樽谷賢治科学技術特別研究員：赤潮崩壊期にお

けるウイルスの動態解明に取り組む。ヘテロシ

グマとそれを殺藻するウイルスが感受性および

宿主特異性の両面で極めて多様であることを解

明。最新の成果としては二枚貝を殺す悪玉プラ

ンクトンであるヘテロカプサ殺藻ウイルスの分

離・培養にも成功。

外丸裕司君：愛媛大学沿岸環境科学研究セン

ターからの研修生。藻類ウイルスの培養実験技

術の習得のために来所中。なかなかの頑張り屋

で早朝からのクリーンベンチの争奪戦にいつも

勝利。技術習得後の活躍が楽しみな存在。

山口峰生室長：赤潮鞭毛藻とくに，シャット

ネラ，ギムノディニウム，ヘテロカプサなどの

増殖生理および生活史研究に従事。ディスクワー

クが多いとぼやきながらも若いスタッフの研究

成果を楽しみにする毎日。

おわりに

沿岸漁業のさらなる振興が求められている昨

今，その中核をなす養殖業にとって赤潮の発生

は依然として大きな脅威である。今後は，世界

的にも有数の閉鎖性水域である瀬戸内海という

恵まれた研究フィールドを生かし，赤潮生物に

関する基礎的・先導的研究を効率的に推進する

一方，得られた研究成果を活用・発展させるこ

とにも努力を傾注する所存である。

（赤潮生物研究室長）
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赤潮環境部　赤潮生物研究室
山口　峰生

研 究 室 紹 介
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研究室設置の経緯

平成４年春，広島湾のカキに麻痺性貝毒が検

出された事件等を契機に，西日本海域への麻痺

性貝毒の拡大が顕在化しました。このような事

態を受けて，西日本海域における貝毒被害防止

対策の推進と調査研究の強化が必要だとの声が

大きくなってきたのです。かくして，平成６年

10月に研究室長１名の増員が認められ，南西海

区水産研究所赤潮環境部第４番目の研究室とし

て「有毒プランクトン研究室」が誕生しまし

た。

組織改編まで

私（小谷祐一：東北区水産研究所で動物プラ

ンクトンの生態と低次生物生産に関する調査研

究に従事。東北・北海道ブロックにおける貝毒

モニタリング事業に関する取りまとめ等を担

当。）は平成７年２月の赴任で，実際にはこの

時に新しい研究室づくりが始まったのです。同

年10月には科学技術特別研究員として坂本節子

さんを研究室に迎え入れることができました。

現在，彼女は JICA 専門家として，フィリピン

政府による貝毒モニタリング体制の整備を援

助・指導するため，同国に滞在しています。ま

た，平成８年春には，「春季の広島湾北部海域

における Alexandrium tamarense 分布調査」を

開始しました。本調査は，現在も継続していま

す。同年10月には「しらふじ丸」による九州沿

岸海域有毒プランクトンシスト分布調査を実施

し，その後も，日本海西部沿岸や東海・中部沿

岸で同様の調査を実施しました。平成10年４月

からは，特別研究「麻痺性有毒プランクトンの

発生予察手法の開発（～13年度）」を実施して

います。また，同年10月の組織改編では，研究

室名が変わることなく，新組織に引き継がれる

ことになりました。この時，松山幸彦研究員

（平成３年に採用されて旧赤潮環境部海況動態

研究室に所属し，赤潮の発生環境と赤潮プラン

クトンの生理・生態に関する調査研究に従事。

主として Heterocapsa circularisquama を研究対

象としてきた。）が当研究室の一員となり，心

強いパートナーを得たのです。

現在そしてこれから

現在の当研究室の構成は，私と松山研究員，

そしてこの４月から長井敏研究員（平成元年に

兵庫県に採用され，東部瀬戸内海における水質

環境，赤潮の発生機構や赤潮生物に関する調査

研究等に従事。特に，養殖ノリの色落ちの原因

となる有害プランクトン Coscinodiscus wailesii

を研究対象としてきた。）が加わっての３名体

制となり，平成７年に始めた研究室づくりがよ

うやく一段落したと言えるでしょう。

さて，近年，麻痺性貝毒が西日本海域におい

て拡大・定着する傾向にあることを冒頭に申し

上げましたが，例えば，愛媛県や九州中・北部

の沿岸では Gymnodinium catenatumを原因種と

した麻痺性貝毒が頻発するようになり，予断を

許さない状況があります。また，平成11年12月

には，A. tamiyavanichii による麻痺性貝毒が香

川県と徳島県で発生し，本種による貝類の毒化

が日本で初めて確認された事件でもありまし

た。当研究室では，これらの新奇種とも言える

有毒プランクトンの生理・生態や発生予知が今

後の重要な課題となると考えています。また，

貝類の毒化現象は世界各地で発生しており，東

南アジア諸国をはじめとして国際的にも重要な

問題であることから，この研究分野における国

際貢献はますます重要になることでしょう。今

後は，これらに応えるべく，各県試験研究機関

や大学等との連携のもとに，貝毒関連事業やプ

ロジェクト研究の推進を図っていく必要がある

と考えています。

（有毒プランクトン研究室長）

赤潮環境部　有毒プランクトン研究室
小谷　祐一
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生物影響研究室では，水環境中の化学物質が

海に棲んでいる魚にどのような影響をもたらす

かをテーマに研究を進めています。地球上を覆

い尽くす勢いで増加している人間が生活する上

で，意図的あるいは非意図的に多くの化学物質

を環境中に垂れ流し，それらの主な終着点とな

る海を汚しています。特に瀬戸内海のように閉

鎖性が強く（水が交換しにくく），周辺に人口

が密集した海では，そこに生息している生物に

大きな影響を与えていると考えられます。

我々は現在，環境ホルモン（内分泌かく乱物

質）が海産魚類に及ぼす影響を中心に研究を行

っています。欧米で火がついた環境ホルモン問

題は，ペニスを持つ雌の巻貝や卵を持つ雄の魚

の出現により，日本でも急速に社会問題化し，

化学物質による性のかく乱（殆ど原因はわかっ

ていません）が魚介類の資源を脅かしているの

ではないかと危惧されています。これまでのと

ころ，広島周辺海域の魚に顕著な影響は確認さ

れていませんが，水槽の中のカレイ（写真１）

やマミチョグ（北米産の海産メダカ，表紙写真）

ジャワメダカ（東南アジア産の海産メダカ，写

真２）の飼育水に添加すると，女性ホルモンの

ような作用を示す化学物質があります。我々は，

生殖腺の組織学的観察や，女性ホルモンにより

作り出される血液中の特殊な蛋白質（卵黄や卵

膜の材料となる蛋白質）を指標として，化学物

質の魚に対する女性ホルモン作用の強さを数値

で表し，その数値がどの程度までなら許される

のか（資源に悪影響をもたらさないか）等を明

らかにしたいと考えています。

海を汚染している化学物質は環境ホルモン以

外にも沢山有ります。人間が作り出した化学物

質は10万種類にも及ぶと言われており，我が研

究室の仕事は気が遠くなるほど残されていま

す。来年度からは，タンカー事故等に伴う石油

汚染について，個々の石油成分や事故が起こる

と大量に撒かれる油処理剤が海産魚類に及ぼす

影響解明にも着手したいと考えています。

生物影響研究室のスタッフは現在のところ，

魚の飼育と組織学及び血液学を得意としている

角埜　彰主任研究官と，血液中の蛋白質による

影響評価指標の確立を担当している藤井の二人

です。今後は，遺伝子レベルでの影響評価手法

の開発を計画しており，興味を持って精力的に

仕事を手伝ってくれる研究者を探しています。

有害な化学物質が魚に及ぼす悪影響を調べる

ためには，有害物質を含まないきれいな環境で

育った魚と比較する必要があります。有害物質

の研究のためにも，瀬戸内海がかつてのきれい

な環境に戻ることを願っています。

（生物影響研究室長）

環境保全部　生物影響研究室
藤井　一則

写真１．マコガレイの化学物質暴露実験 写真２．実験魚として有望なジャワメダカ
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水質化学研究室は，海域における有害物質の

挙動を研究しています。下図に示すように有害

物質には海域に入ってからそのまま海水に溶け

ているものと懸濁物に吸着して底泥に堆積する

ものがあり，それぞれ食物連鎖などを通して魚

に蓄積します。当研究室はこのような有害物質

の挙動の研究をとおして，その生物への蓄積メ

カニズムを解明しようとしています。

底泥中有害物質の生物への移行・蓄積

現在，海洋汚染が問題となっている有害物質，

例えば PCBs，ダイオキシン類などの有機塩素

化合物や有機スズ化合物，の多くは水に溶けに

くいため，海水に入ったこれらの物質の多くは，

上図に示すように最終的には底泥に移行すると

いわれています。当研究室ではこのように底泥

にたまった有害物質が，その後どのような経路

をたどって底魚などの生物に蓄積していくか

を，フィールド調査あるいは実験で解明しよう

としています。

生物を用いた有害物質汚染の監視

海水中に存在する有害物質の濃度は ppb（10

億分の１）あるいは ppt（１兆分の１）という

非常に低い値であるため，分析機器で直接測定

することが難しいのが現状です。一方，魚類な

どの水生生物は，水中の有害物質をその体内に

時には１万あるいは10万倍濃縮することが知ら

れており，この特質を利用して特定の生物に蓄

積した有害物質を測定することによってその物

質による汚染状況を推測しています。我々の研

究室ではイカ肝臓を用いたスクイッドウォッチ

の手法を開発し，世界中の海

の汚染状態を明らかにしてき

ました。最近ではカツオの肝

臓を用いたアジアの太平洋海

域の有害物質汚染監視手法を

開発中です。

田中主任研究官はダイオキ

シン類に関する研究を始めて

おり，目下分析手法を収得し

つつあります。市橋主任研究

官は有機塩素化合物に関する

研究を行っており，底泥中

PCBs などの分析を実施して

います。紅１点の池田研究員

は有機スズ化合物の研究を行

っており，今までに分析したデータと格闘中で

す。特別研究員の宇野君は，超臨界抽出装置に

よる有害物質前処理法の開発をほぼ終え，目下

PICES の原稿締切に追われる忙しい毎日を過ご

しています。最後に私，小山（室長）は湾岸戦

争以来，石油汚染にどっぷり浸かっており，現

在はナホトカ号流出重油汚染の研究を続けてい

ます。

現在，我々はダイオキシン類汚染，環境ホル

モン問題などの大きな環境汚染の問題を抱えて

います。我々の研究がこれらの問題の解決に貢

献し，より安全な水産物が消費者に届くよう今

後も研究を続けていきます。

（水質化学研究室長）

環境保全部　水質化学研究室
小山　次朗

水に溶けやすい 水に溶けにくい

有機リン系農薬 有機塩素系農薬 ＰＣＢｓ ＤＤＴ

海水に溶存 懸濁物に吸着

底泥に堆積

４. 大きな魚は…？

３. 小さな魚は大きな魚に食べられる

２. ゴカイは小さな魚に食べられる

１. ゴカイが餌といっしょに汚染された泥を食べる
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成12年１月26日　10：30～16：00

場　所　　瀬戸内海区水産研究所会議室

広島県佐伯郡大野町丸石２－17－５　

２　出　席　者　　　　　　 運営委員13名（外部５名及び所側８名）及び事務局２名

３　結果の概要

平成11年度瀬戸内海区水産研究所運営会議報告書

瀬戸内海区水産研究所長が，「科学技術基本計画」及び「農水省ガイ

ドライン」に従い，平成10年度から実施の外部学識経験者及び有識者に

よる研究活動の適切かつ厳正な機関評価の趣旨と経過を説明し，外部委

員に対して委員就任の承諾に感謝の意を表明した。

また，日本の水産業は本格的な200海里体制に入り，水産資源の減少，

環境の変化等に対応するため水産庁では12月に水産基本政策大綱をとり

まとめた。これを受けて当研究所も豊かな水産資源の維持と増大，良好

な海域環境保全を中心に研究を推進すべく大綱に沿った研究制度，重点

課題を構築しているところである。一方，水産庁研究所は来年４月から，

独立行政法人水産総合研究センターへ移行し，瀬戸内海区水産研究所で

は，現在の研究推進方向である「瀬戸内海ブロックの中核研究」及び

「漁場環境保全研究の拠点的な機能」を引き続き実施していく予定であ

る。本運営会議では，研究成果が本当に生産者，社会のニーズに充分反

映されているか忌憚のないご意見を頂きたい旨，挨拶した。

所長，企画連絡室長，環境保全部長の先導により外部委員がしらふ

じ丸に乗船して，地先海域を航行した。船長・一等航海士等による船

内説明及び模擬調査により，調査航海の概要を説明した。その後，所

内の主要施設に案内，説明した。

企画連絡室長が，運営委員及び所内委員等の紹介を行った。

企画連絡室長が，瀬戸内海区水産研究所の沿革，組織，職員数，運

営予算の推移，定期刊行物の種類，蔵書数の推移，研究推進会議等の

連携実施状況，調査船計画等の資料に基づいて所の運営状況の概要を

説明し，討議した。

１．挨　　拶

２．しらふじ丸乗船及

び研究所説明

３．出席者紹介

４．瀬戸内海区水産研

究所の運営と研究の

経緯

１）運営について

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長

連 携 ・ 調 整
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企画連絡室長が，平成10年10月の組織改編に伴い重点化した研究基

本計画の概要，最近の主な研究成果，発表件数の推移等，所の研究活

動の概要を説明した。引き続き，各研究部長が，各部における平成11

年度の主な研究成果を紹介し，質疑応答を行った。

企画連絡室長が資料に基づき，平成８年度技術会議事務局の研究レ

ビュー及び平成10年度運営会議の指摘事項に対する対処方針並びに実

施した改善項目について説明し，討議した。

外部の運営委員から会議当日に出された主な意見は以下のとおりで

あった。なお，書面による機関評価の作成を依頼した。

１．他の試験研究機関との一層の連携を図り成果をあげることを期待

するとともに，大学を含めた研究機関の若手研究者の育成に協力願

いたい。

２．今後とも赤潮，資源等の研究をリードすること及びブロック内養

殖研究への取りくみを強化することを望む。

３．多くの成果をあげていることが判った。漁業者の会合等でそれら

の成果を発表してほしい。特に，環境問題についてのわかりやすい

解説と対処法の提示を望む。

４．専門領域での成果が著しいことをよく理解した。それらの研究成

果を広く瀬戸内海周辺に住む人々へわかりやすい形で発信すること

も必要と思う。瀬戸内海の環境のことをわかりやすく書いた教材本

的なものができれば教育現場のニーズとも一致する。

５．独立行政法人化を控えて，行政，生産者等のニーズへの対処の仕

方をしっかりと論議してほしい。

外部運営委員から後日提出された総括的機関評価の記述内容及び指

摘事項等に対する改善方針等を示した。

２）研究について

３）平成８年度研究

レビュー及び平成

10年度運営会議指

摘事項に対する改

善状況

５．意見交換と評価の

まとめ

６．指摘事項に対する

改善方針
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成12年１月27日　13：00～17：00
平成12年１月28日　９：00～10：50

場　所　　東方２００１
広島市東区光町２丁目７－31

２　出　席　者　　　　　　 24機関　　　 41名

３　結果の概要

平成11年度瀬戸内海ブロック水産業関係試験研究推進会議報告書

瀬戸内海区水産研究所企画連絡室長が開会を宣言した。

瀬戸内海区水産研究所長から，水産政策の改革の具体化に向けて昨年12
月に水産庁から発表された「水産基本政策大綱」と「水産基本政策改革プ
ログラム」等に沿って，研究サイドでは研究を重点的に進めるために水産
研究戦略を作成中である，瀬戸内海においては従来に増してつくり育てる
漁業を柱とした資源の維持増大・良好な漁場環境の維持保全が求められる
状況にある，水産庁の研究所は平成13年４月から「独立行政法人水産総合
研究センター」に移行することになっているが瀬戸内水研の機能は現在と
変わらない見込みである旨挨拶し，会議の効率的運営に協力を求めた。
水産庁資源生産推進部研究指導課長から，近年の日本周辺の資源状態は

依然としてよくなく「水産基本政策大綱」においては資源状態の正確な把
握と各種の悪条件の改善を柱として地域毎に主要資源の回復を目指してい
る，これを受けて水産庁では「水産基本法（仮称）」の制定・関連法の改
正等を行って地域毎に資源回復計画を作成する考えである，天然資源の回
復・つくり育てる漁業による資源の増大を図るうえで試験研究機関の役割
はこれまで以上に重要となる，水産庁研究所の独立行政法人化は国民が必
要とする試験研究に効率よく従事するスタイルへの制度変更である，独立
行政法人化後はこの推進会議は水産庁長官の主催となるが従来通り地域の
重要な問題を解決していく場としたいので引き続き協力願いたい旨，挨拶
した。

座長に瀬戸内海区水産研究所長と和歌山県農林水産総合技術センター水
産増殖試験場長が選出された。

漁場環境保全研究官から，第１回を平成11年６月に開催して，開催の趣
旨，会議の構成者，「赤潮・貝毒部会」及び「有害物質部会」の設置，研
究成果の集約方法等について提案し，質疑の後，それぞれに参加機関の同
意が得られたことを報告した。
平成11年12月に「赤潮・貝毒部会」を開催し，全国から61機関・103名

の参加のもと，研究成果の発表，情報・意見交換等を行ったことを赤潮環
境部長から報告した。

開　　会

挨　　拶

座長選出

議　　事
報告事項
（1）平成11年度漁場環
境保全研究推進全国
会議の開催結果

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長
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平成11年７月に「有害物質部会」を開催し，全国から48機関・77名の参
加のもと，環境ホルモンを巡る最近の情勢，魚類を用いた生物検定等に関
する情報交換等を行ったことを環境保全部長から報告した。

生物海洋研究会，介類研究会，藻類研究会について瀬戸内海海洋環境部
長から，魚類研究会について海区水産業研究部長からそれぞれの平成11年
度の活動状況を報告した。
各研究会の開催時期と参加機関数・人数は以下のとおり。
生物環境研究会　平成11年４月，16機関・30名
魚類研究会　　　平成11年11月，22機関・42名
介類研究会　　　平成11年５月，21機関・36名
藻類研究会　　　平成11年５月，21機関・34名

企画連絡室長から，開催結果の概要が報告され，運営会議指摘事項につ
いては，瀬戸内海区水産研究所の運営に取り入れることとした。

瀬戸内海区水産研究所の４研究部及びブロック内15試験研究機関から，
平成11年度研究経過の概要が報告され，それぞれについて質疑・討論が行
われた。また，12年度研究計画（案）の概要が提示され，質疑・討論の後，
了承された。

瀬戸内海区水産研究所の４研究部及びブロック内14試験研究機関から提
出された平成11年度の研究成果について，質疑の後，成果としてのまとま
りの評価及び性格分類を行った。１課題が前々年度と重複することから取
りさげられたほか，論議された部分を訂正の上，各提案研究成果を瀬戸内
海ブロックとしての成果とすることが決定された。

研究指導課長から，水産庁研究所の独立行政法人化にあたり，独立行政
法人の法的位置付け・制度，現在の９つの研究所が一つの法人となり，設
立される「独立行政法人水産総合研究センター」の業務，都道府県との関
係，国としての水産研究の進め方，今後のスケジュール等が説明された。

企画連絡室長から，標識放流・再捕情報に関するアンケート結果に基づ
き，瀬戸内海ブロックにおける過去の標識放流・再捕情報のとりまとめが
提案され，質疑の後，進める方向で合意された。まず，タイ，ヒラメから
とりかかることとし，実際の進め方については，魚類研究会における担当
者レベルでの検討に委ねることとなった。再捕情報収集の効率的方法につ
いては，整理し再提案する予定。

企画連絡室長から，瀬戸内海ブロック共同研究成果発表会の開催，イン
ターネットによる公表，瀬戸内海ブロック研究成果集の制作等，研究成果
の具体的公表方法に関するアンケート結果の報告の後，本推進会議で決定
された11年度研究成果を瀬戸内水研のホームページに掲載することが提案
され，了承された。
その他の広報方法については，合意には至らなかった。

ブロック推進会議の４つの研究会の開催方法について意見を求めたが，
特段意見がなかった。

瀬戸内海区水産研究所長が閉会を宣言した。

（2）ブロック推進会議
傘下の研究会の活動
概要

協議事項
（1）瀬戸内海区水産研
究所運営会議の開催
結果

（2）平成11年度研究経
過と平成12年度計画

（3）平成11年度研究成
果

（4）特定独立行政法人
移行について

（5）試験研究に関する
もの－標識放流情
報・再捕情報につい
て

（6）研究成果等広報に
関するもの－研究成
果の具体的公表方法
について

（7）そ の 他

閉　　会
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成12年４月26日　９：00～12：00

場　所　　東方２００１

広島市東区光町２－７－２

２　出席者所属機関及び人数 16機関　　28名

３　結果の概要

平成12年度瀬戸内海ブロック水産業関係試験研究推進会議

内海生物海洋分科会　生物環境研究会報告書

所長に代わり，瀬戸内海海洋環境部長から新任挨拶を含めて開会挨

拶があった。水産庁研究所の組織改正・行政改革の方向，今後の瀬戸

内海海洋環境部の運営方針，及び当生物環境研究会の運営方向につい

て紹介があった。

参加機関から平成11年度の調査結果及び平成12年度の調査計画につ

いて資料が配　布され，それぞれの内容について情報交換が行われた。

①岡山県沿岸域における NOAA 水温デ－タと海洋観測（浅海定線）

デ－タの比較

（岡山県水産試験場　林　　浩志）

②　漁海況予報事業における NOAA 画像の利用について

（愛媛県中予水産試験場　宇野　奈津子・菊池　隆展）

③　加太地先の水温特性

（和歌山県農林水産総合センタ－水産試験場　諏訪　　剛）

④　大阪湾および播磨灘における植物プランクトン出現状況と環境諸

要因－栄養塩と生物の多様性調査（水産庁委託事業）の業務紹介

（兵庫県水産試験場　堀　　豊・西川　哲也）

（大阪府立水産試験場　中嶋　昌紀・山本　圭吾）

⑤広島湾のベントスと低質環境－線虫類について－

（瀬戸内海区水産研究所　辻野　　睦）

⑥燧灘東部海域のカタクチイワシの食性

（香川県水産試験場　安部　享利）

本研究会の平成13年度世話人・代表世話人の確認・選出を行った。

開会の挨拶

議事次第

（1）研究情報交換

（2）研究発表

（3）そ の 他

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成12年５月11日　13：30～17：00

平成12年５月12日　９：00～12：00

場　所　　東方２００１

広島市東区光町2丁目７－31

２　出席者所属機関及び人数　 23機関　　33名

平成12年度瀬戸内海ブロック水産業関係試験研究推進会議

内海漁業分科会　介類研究会報告書

所長に代わって，瀬戸内海海洋環境部長から開会の挨拶があり，そ

の中で独立行政法人化にむけての水産庁研究所の現状と方向性，水産

業における介類研究の研究シーズとしての多様性についての紹介，及

び研究担当者相互の密接な情報交換についての要請がなされた。

議長に瀬戸内海水産研究所浅海生物生産研究室長が選任された。

参加各機関より平成11年に実施されたアワビ，サザエ，マガキ，ア

コヤガイ，アサリ，ミルクイ，タコ，ナマコとうの種苗生産，放流試

験調査結果，介類の大量へい死，大量発生の事例についての報告があ

った。併せて平成12年の調査計画について簡単な紹介がなされた。

話題提供として貝類増養殖と環境に関する３題を含む合計５題の研究

報告がなされた。題名と発表者は以下の通りである。

広島湾におけるクロロフィルａ量からみたカキ適性養殖量

（広島県水産試験場　平田　靖）

二枚貝類の増養殖中にみられた害的生物環境の影響

（山口県水産研究センター内海研究部　高見東洋）

有明海におけるタイラギ資源の現状について

（福岡県水産海洋技術センター有明海研究所　吉岡直樹）

養殖方法の違いによるカキの成長（広島県水産試験場　赤繁　悟）

蛍光抗体法による三河湾のアサリ浮遊幼生調査について

（愛知県水産試験場漁業生産研究所　黒田伸郎）

本研究会を全国規模で展開できる可能性について質問がなされた。

回答として，現状では諸事情で全国対応とすることは困難であるが，

ブロック外からの参加は自由であり，当面は開催案内を広く配布する

などして対応する旨の説明を行った。

開会の挨拶

議事次第

（1）平成11年度試験研

究経過並びに12年度

計画

（2）研究発表

（3）そ の 他

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長



─ 18─

瀬戸内水研ニュース　No.4（2000.8）

１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成12年５月18日　14：00～17：00

平成12年５月19日　９：00～12：00

場　所　　地方共催組合別府保養所・つるみ荘

大分県別府市田の湯13－13

２　出席者所属機関及び人数　　23機関　　34名

３　結果の概要

平成12年度瀬戸内海ブロック水産業関係試験研究推進会議

内海漁業分科会　藻類研究会報告書

所長に代わり，瀬戸内海海洋環境部長から新任挨拶を含めて開会挨拶があ
り，この中で，水産庁研究所の組織改正・行政改革の方向，今後の瀬戸内海
海洋環境部の運営方針，並びに，当藻類研究会の運営方向性について紹介が
あった。

各府県における，ノリ，アオノリ，ワカメ等の海藻養殖の概況および参加
各機関における平成12年度の試験研究計画の概要が報告された。
平成11年度の主要研究成果として８題の研究発表があり，広報・教育的な

観点からの研究ビデオ２本が上映され，活発な議論があった。演題等の詳細
は以下の通り。
①　市販Kitを用いたノリ歯体からの高純度 DNA 抽出法

（兵庫県立水産試験場　水田　章）
②吉野川漁場を中心とした平成10年度漁期スジアオノリ養殖アンケート結果

（徳島県水産試験場　團　昭紀）
③　広報ビデオ「干潟－海の幸と人のくらし－」上映

（日本水産資源保護協会　制作）
④　大分県のヒジキ漁業と挟み込み養殖の試み

（大分県海洋水産研究センター　浅海研究所　伊藤龍星）
⑤　環境条件がアマモの花枝形成に及ぼす影響について

（岡山県水産試験場　小見山秀樹）
⑥模擬放流実験池へのアマモの移植試験

（日本栽培漁業協会　百島事業場　足立純一）
⑦　多年生ホンダワラ類ノコギリモクの不定胚について

（瀬戸内海区水産研究所　吉田吾郎）
⑧　研究ビデオ「磯焼けって何？」上映

（西海区水産研究所・瀬戸内海水産研究所　制作）
⑨　藻食動物の食圧と藻類群落の系列について

（宮崎県水産試験場　清水　博）
⑩　巻貝類の採食によって水槽壁面に現れたサンゴモ平原

（瀬戸内海区水産研究所　寺脇利信）
来年度以降に関しても，本藻類研究会において，他の諸研究会との密接な

連携・協力のもとに，主に藻場及び干潟の藻類に関する試験研究を進め，情
報を交換していくことが確認された。
当藻類研究会は，参加機関相互の研究現地および施設環境等の紹介・視察

を促進する上でも，開催地を移動する方向で合意されている。しかし，来年
度については，水産研究所の独立法人化直後であり，新しい組織体制の元で
の初回と言うことになるため，広島にて，現水産研究所の周辺で開催するこ
ととなった。

開会の挨拶

議事次第
（1）平成11年度ノリ養殖
等の概況と12年度試
験研究計画

（2）平成11年度海藻増養
殖試験結果報告

（3）今後の研究会活動

（4）その他

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成12年６月21日　13：00～17：00

場　所　　東方２００１

広島市東区光町2丁目７－31

２　出席者所属機関及び人数　　21機関　　35名

３　結果の概要

平成12年度漁場環境保全研究推進全国会議報告書

瀬戸内海区水産研究所漁場環境保全研究官が開会を宣言した。
座長に瀬戸内海区水産研究所企画連絡室長が選出された。

瀬戸内海区水産研究所長から，『漁場環境保全分野では，油流出や火山
噴火等突発事故，頻発する赤潮・貝毒，内分泌かく乱物質やダイオキシン
等の有害物質，さらには有害廃棄物等の問題が連日報道され，まらに難問
山積の感があります。本会議は今回で２回目ですが，漁場環境保全に関す
る研究ニーズや推進方向という広範な問題について率直なご議論をいただ
きたい。』との挨拶があった。

水産庁資源生産推進部長から，『漁場環境保全分野では従来の赤潮，油
汚染，水銀，PCB 等に加えて，環境ホルモンやダイオキシンのような新
たな問題が生じ，研究ニーズはますます高まっている。水産基本政策大綱
では資源回復と共に漁場環境保全も大きな柱と位置づけられており，漁場
環境保全における調査研究の重要性は増すと予想される。来年４月に水産
庁研究所は独立行政法人へ移行するが，水産庁研究所と水産試験場の連携
関係は変わらないので，本会議を活用して的確な対応を願いたい。』との
挨拶があった。

漁場環境保全研究官より，前年度の会議報告並びに有害物質部会（７月）
及び赤潮・貝毒部会（12月）の報告があった。

①　沿岸域の海洋環境・生産機構：瀬戸内海海洋環境部長から瀬戸内海海
洋環境についての情勢と研究の進捗状況の説明があった。
②　赤潮・貝毒：赤潮環境部長より赤潮・貝毒について国内外情勢，研究
の現状について説明があった。
③　有害物質：環境保全部長より，内分泌かく乱物質及びダイオキシンに
ついての情勢，研究の進捗状況について説明があった。
④　瀬戸内海の漁業生産：企画連絡室長より瀬戸内海の漁業生産量の変遷
と富栄養化との関係について説明があった。
⑤　ダイオキシン類及び内分泌かく乱物質に関する最近の情勢：漁場資源
課生態系保全室長より，ダイオキシン類を中心とした最近の情勢が説明
された。

開　　会
座長選出

挨　　拶

議　事（報告事項）
（1）Ｈ11年度漁場環境
保全研究推進全国会
議及び部会報告

（2）漁場勘合保全をめ
ぐる最近の情勢

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長
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⑥　有珠山噴火に伴う水産庁調査船の対応について：研究指導課企画調整
係長より有珠山噴火に伴う水産庁調査船による調査体制について説明が
あり，調査結果の概要報告があった。

都道府県試験研究機関及び水産庁研究所11機関から藻場６件，干潟，浅
海域関係４件，赤潮・貝毒７件，有害物質関係１件，合計18課題の成果候
補が提出された。各課題について協議した結果，一部書式等を修正し，す
べて平成11年度漁場環境保全研究成果とすることが承認された。
研究成果に基づいた具体的技術の開発や技術の普及などの活用方法につ

いての提案があり，企画連絡長会議等を通じて提案することとした。

漁場環境保全研究官が，漁場環境保全研究の推進方向を考える資料とし
て，赤潮・貝毒，有害物質，漁場環境保全と修復，突発事故等緊急時対応
の分野毎に行政からの研究ニーズとキーワード，研究ニーズ，実施された
プロジェクト研究及び事業，残されている問題点，新たなプロジェクト研
究や事業等への展開の項目について整理表を作成し，漁場環境保全研究動
向を整理した結果を報告した。赤潮・貝毒分野では基礎的，基礎的研究の
深化と発生予察技術の高度化，赤潮・貝毒原因生物の生物防除技術の開発
など，有害物質分野では内分泌かく乱物質の生態系影響評価や次世代影響
評価の手法開発，有機スズ代替化合物等新有害物質の水生生物への影響と
蓄積性評価などが今後の重要な課題であると考えられる。漁場環境保全と
修復分野では，藻場・干潟・浅海域の機能評価，藻場の保全と造成技術開
発，漁場環境の総合評価手法，衛星等による沿岸環境モニタリングシステ
ムなどが，突発事故関連ではバックグランドデータの整備が，重要な課題
であると整理した。今後問題点をさらに整理して将来のプロジェクトや事
業への展開に活用を図る。

なお，昨年の会議で漁場環境保全研究の対象海域を沿岸域とするが沖合
も含めるのかが懸案となっていたが，問題によって柔軟な対応が必要で画
一的な線引きは困難との説明があり，論議後，対象海域を限定しないこと
が了承された。平成12年度有害物質部会は６月２日，赤潮・貝毒部会は12
月21，22日に開催予定であることが紹介された。

水産庁生態系保全室長から漁場環境保全の具体的な動きについて以下の
説明があった。水産基本政策では水産資源の維持や回復が重要課題で，そ
のためには良好な自然環境と生態系の保全，基盤整備等の漁場環境保全に
係る措置が重視されている。大綱プログラムで具体的には資源回復計画の
策定に続き，漁場環境保全方針を作ることとなる。現在，検討を開始して
おり，将来的には各水域毎に方針を策定することを考えている。
今後，漁場環境保全に関する研究においても，その方針をふまえつつ
推進する方向で集約した。

漁場環境保全研究官が閉会を宣言した。

（協議事項）
（3）平成11年度漁場環
境保全研究成果につ
いて

（4）平成13年度以降の
漁場環境保全研究の
推進方向について

（5）総合討論

閉　　会
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成11年12月14日　13：00～18：00

15日　９：00～13：00

場　所　　東方２００１

広島市東区光町2丁目７－31

２　出席者所属機関及び人数　　61機関　　103名

３　結果の概要

平成11年度漁場環境保全研究推進全国会議赤潮・貝毒部会報告書

瀬戸内海区水産研究所赤潮環境部有毒プランクトン研究室長の開会宣言
と司会で本部会を開催した。

瀬戸内海区水産研究所長から，平成10年10月の組織改編により漁場環境
保全の研究部門が集中・統合されたことに伴い，本研究分野における研究
の方向性やあり方等について協議するために，本年６月に「漁場環境保全
研究推進全国会議」が開催されたこと，また，この全国会議のもとに「赤
潮・貝毒部会」と「有害物質部会」の２部会を設置し，より専門的な分野
における情報交換，連携・協力，研究成果の普及等を図ることとした，と
の説明がなされた。

事務局提案により推薦された玉井恭一赤潮環境部長と山口峰生赤潮生物
研究室長が議長として選出され，両名が以下の議事を進行した。

漁場環境保全研究官より，資料に基づき，同全国会議の設置の経緯，趣

旨，組織と構成員等について説明があった。また，本研究分野の研究推進
を図るために「赤潮・貝毒部会」と「有害物質部会」を設置したことが報
告された。

水産庁瀬戸内海漁業調整事務所と九州漁業調整事務所から，それぞれ瀬
戸内海と九州沿岸域における最近の赤潮の発生状況とその構成種の特徴や
被害状況について報告があった。水産庁資源生産推進部漁場資源課からは
最近の貝毒の発生状況の特徴についての報告があった。関係各府県28機関
の担当者から，赤潮の発生状況とその構成種や被害状況，貝毒の発生状況
と原因種等についての調査結果の報告があった。これらの報告を受け，質
問や討議が活発に行われた。特に，九州海域における Cochlodinium polyk-
rikoides の発生，有明海における Chattonella 属の発生，香川・徳島両県の
沿岸における Alexandrium tamiyavanichi による麻痺性貝毒の発生，Hete-
rocapsacircularisquama の分布域の拡大などが主要な問題点として討議さ
れた。

開　　会

挨　　拶

議長選出

議　　題
（1）漁場環境保全研究
推進全国会議及び赤
潮・貝毒部会につい
て

（2）平成11年度におけ
る赤潮・貝毒の発生
状況と環境条件につ
いての情報及び意見
交換

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長
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本部会に先立って行われた貝毒研究分科会の内容について，東北区水産
研究所の山崎室長から報告があった。特に，本年は下痢性貝毒の発生件数
が増加しており，原因種である Dinophysis の発生量と海況，特に沿岸域の
高温化傾向や暖水塊の存在との関連での論議が行われた。

①　玉井部長から資料に基づき「赤潮・貝毒部会」の運営・組織方針案に
ついて説明と提案を行った。若干の議論があったが，本方針案について
は原案通り採択された。
②　第１日目の進め方について議論した。関係府県が28機関に及び，１機
関あたり５分程度の時間しかとれなかったこと，結果の総合的なとりま
とめがなされなかったこと等の問題点が指摘された。これらの問題点に
ついては，事務局で再検討し，次回の部会での改善を検討することとし
た。
③　第２日目の話題提供の方法について意見交換をした。今回はオムニバ
ス方式を採用したが，今後はシンポジウム形式やシンポジウムとオムニ
バスの両方式の併用などを必要に応じて採用することで合意された。
④　本部会と赤潮・貝毒ブロック会議との仕訳について議論された。ある
程度重複する部分はあるが，ブロック会議は事業の報告会であり，予算
措置が切れれば継続できない会議であることに対して，本部会は，水産
庁，水研，水試のほか，大学，民間等も含めた赤潮・貝毒に関連する広
い層の参加を得て開催される研究会的な性格を持った，継続性の高い会
合である，と総括した。

日本水産資源保護協会から，「赤潮・貝毒情報ネットワークシステム」
についての紹介があった。
最後に，議事録の配布方針について，ブロック内の関連機関と本部会の

参加者に配布することが提案され，了承された。

以下のような９題の話題が提供され，活発な質疑がなされた。
ア．三重県が提供する「プランクトン FAX 情報」，「英虞湾観測結果のホ
ームページ」の紹介と今年の概況
イ．香川県引田町で発生した Gyrodinium sp.赤潮について
ウ．田辺湾南部における Gymnodinium mikimotoi の増殖と海水交換につい
て
エ．Gonyaulax polygrammaの生理・生態学的特徴－Ⅰ
オ．Heterocapsa circularisquama の増殖生理特性
カ．広島湾に出現する Heterocapsa属
キ．Heterocapsa circularisquama の調査・研究への取り組み． －経過と

今後－
ク．日本海西部及び九州北部沿岸海域における Gymnodinium catenatum
シスト調査　－その方法の検討と結果の概要－
ケ．広島湾北部海域における有毒渦鞭毛藻 Alexandrium tamarense の個体
群動態数値モデルの開発

瀬戸内海区水産研究所赤潮環境部長が閉会を宣言した。

（3）東北ブロック水産
業関係試験研究推進
会議海区水産業部会
貝毒研究分科会報告

（4）総合討論

（5）そ の 他

（6）話題提供

閉　　会
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赤潮・貝毒部会発足の経緯は以下の通りであ

る。

平成10年10月１日の水産庁研究所組織改編で

瀬戸内海区水産研究所が発足し，漁場環境保全

分野の研究部が重点的に配置された。さらに，

平成10年10月１日付，10水推第1693号水産庁長

官通達「水産業関係試験研究の効率的推進につ

いて」に基づいて，当水研が新たに専門分野別

の「漁場環境保全研究推進全国会議（以下，推

進会議）」を主催することとなった。平成11年

６月25日，広島市で開催された第１回推進会議

において，推進会議の下に赤潮・貝毒部会と有

害物質部会の２つの部会を設置することが提案

され，承認された。

赤潮・貝毒部会の流れは，昭和56年10月に開

催された南西海区ブロック漁場保全研究会に遡

る（この２年前の昭和54年４月，南西海区水産

研究所（現在の瀬戸内水研）に赤潮部が新設さ

れている）。この第１回の研究会ではアメリカ

ウッズホール海洋研究所の D. M. Anderson 博

士を招き，「米国東部ニューイングランド沿岸

における有毒プランクトン Gonyaulax tamare-

nsis の生態，特にシストを中心として」の講演

と質疑応答を行った。その後，平成２年に南西

海ブロック会議生物環境研究会，平成４年に南

西海ブロック会議赤潮・環境生物研究会，平成

10年に瀬戸内海ブロック会議赤潮・環境生物研

究会と名称を変更しつつ継続されてきた。

このような経過を経て，第１回の赤潮・貝毒

部会が平成11年12月14，15日の両日，広島市で

開催された。従来の研究会は海区のブロック会

議の下に設置されており，研究会の内容に関心

のある機関からの参加はブロック内外を問わず

認めてきたものの，正式メンバーはブロック内

に限定されていた。一方，今回設置された赤

潮・貝毒部会は，やや変則的ながらも全国規模

での開催となっており，今回の場合，北は東北

から南は九州までの26府県の水試や水産課，水

産庁関係課，東北・瀬戸内・西海の各水研，瀬

戸内及び九州漁調，11大学，法人，民間等61機

関，103名の参加があった。

主要な議題は，（1）当該年度における赤潮・

貝毒発生状況と環境条件についての情報及び意

見交換，（2）東北ブロック水産業関係試験研究

推進会議海区水産業部会の下に設置されている

貝毒研究分科会の報告，（3）話題提供などであ

る。この部会に参加すれば，赤潮・貝毒発生状

況に関する最新情報が得られる。また，話題提

供では，学会発表的なもののみならず，赤潮・

貝毒に関連する話題であれば幅広く取り上げ，

今後の研究や業務のヒントを提供することを目

的としている。１題あたりの発表時間も20分程

度は確保し，時間的にも比較的余裕がある。

昭和56年の第１回漁場保全研究会では，35名

（19機関）であった参加者が，今回開催の赤

潮・貝毒部会では参加者，参加機関とも約３倍

となった。赤潮・貝毒問題が依然として重要な

懸案事項である証であり，このこと事態は決し

て喜ばしいことではないが，この部会が赤潮・

貝毒研究の中心的な役割を果たしうる規模と陣

容を誇っていることは間違いない。この部会が

さらに有意義なものとなるよう，事務局である

赤潮環境部一同，今後も努力していくつもりで

ある。関係各位のご理解とご協力を賜りたい。

漁場環境保全研究推進全国会議赤潮・貝毒部会報告
玉井　恭一
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成12年６月22日　９：30～17：30

場　所　　東方２００１

広島市東区光町２丁目７－31

２　出席者所属機関及び人数　　35機関　　57名

３　結果の概要

平成12年度漁場環境保全研究推進全国会議有害物質部会報告書

瀬戸内海区水産研究所環境保全部長の開会宣言及び司会で議事を進
行した。

瀬戸内海区水産研究所長から，「漁場環境保全研究推進全国会議」に
有害物質部会を設置しているが，ダイオキシン等の水生生物に対する
影響及び食品としての安全性が社会的問題となっているので，部会の
活動は重要となっている。有害物質汚染分野の研究は水産試験場では
あまり手が付けられていないために，研究の連携及び推進方向を討議
する状況にはなっていない。したがって，有害物質汚染問題に共通的
な認識を深めるためにシンポジウム形式で開催し，本日の会議では
「流出油事故の海洋生態系に及ぼす影響調査法」を取り上げたが，今後
の流出油事故に備えるためにも活発な討議を期待したい旨挨拶した。

瀬戸内海区水産研究所漁場環境保全研究官より，漁場環境保全研究
推進全国会議設置の経緯，趣旨，組織と構成員等について説明すると
ともに，平成12年度全国会議の概要を報告した。また，有害物質部会
が専門的な事項の検討を通して連携を強化するために全国会議の下に
設置されることが説明された。

今後の流出油事故調査を効率的にまた正確・精密に実施するために
（1）調査体制，（2）調査内容及び（3）調査手法の視点で検討した。
（1）調査体制：
①国際機関及び各省庁の連携協力体制の講演では，「1990年油による

汚染に係る準備，対応及び協力に関する国際条約（OPRC 条約）」の概
要と条約に規定される「油汚染事件への準備及び対応のための国家的
な緊急時計画」に対する水産庁の取り組みが紹介された。また，環境
影響調査，影響の評価及び事後の監視等研究機関の役割についても述
べられた。②ナホトカ号油流出事故影響調査及び③水島重油流出事故
影響調査の講演では，影響調査の具体的内容及び現地連絡協議会を中
心とする自治体研究機関等との共同調査の経験が報告され，さらに組
織運営と調査実施の視点で問題点が指摘された。

開　　会

挨　　拶

議　　事
（1）漁場環境保全研究
推進全国会議及び有
害物質部会について

（2）シンポジウム「流
出油事故の海洋生態
系に及ぼす影響調
査－調査体制と調査
手法－」について
１）講演内容の概要

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長
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（2）調査内容：　
従来の調査に加えて，卵・稚仔等魚類初期発生過程や潮間帯の水産

植物に及ぼす影響並びに油汚染浄化・修復技術が海域環境に与える影
響解明調査の必要性が指摘された。また，流出油の残留・蓄積や影響
評価の指標として薬物代謝酵素活性等の新たな指標の開発・活用及び
底泥に沈降した流出油の長期モニタリングの必要性が指摘された。
（3）調査方法：　
瀬戸内海区水産研究所でまとめた「流出油の海洋生態系に及ぼす影

響調査法」（瀬戸内海区水産研究所調査研究叢書第１号）をテキストに
して①プランクトン，付着生物及び底生生物に対する影響調査法，②
汚染実態把握と油分測定法，③生態毒性試験法，④流出油成分及び関
連物質の分析法及び⑤着臭の官能検査法について解説した。

以上の話題提供を基にして（1）調査体制，（2）共同調査推進上の問
題点及び（3）調査方法の統一の視点から今後の課題等について議論し
た。
（1）調査体制：　大規模流出油事故による広域な海域の影響調査では，
多くの機関による共同調査の必要性を認識するとともに，ナホトカ号
流出油影響調査における現地連絡協議会等が共同調査体制のモデルに
なることを確認した。
（2）共同調査推進上の問題点：　共同調査の組織運営の問題点として
①各研究機関(県と国)の役割分担及び②水産以外の他機関との情報交
換，また，調査実施の問題点として①バックグランドデータの欠如，
②既往の文献情報の解析・整理の不備及び③調査手法の統一等の必要
性が指摘された。海水中油分バックグランドデータの収集は定線調査
の活用を模索し，また，水産分野で構築するデータベースの一環とし
て流出油の生態系影響情報の整備が示唆された。また，「流出油の海洋
生態系に及ぼす影響調査法」の発行によりそれぞれの調査手法の問題
点を理解するとともに，流出油事故に対する調査手法を統一すること
ができた。
（3）調査方法： 微生物機能を活用した流出油汚染の修復技術の現場
への適応が試みられているが，環境修復技術が水域環境に及ぼす影響
解明のための調査も今後検討する必要がある。また，流出油の海洋細
菌に対する影響は，流出油の海域環境での分解・浄化との関連におい
て重要であり，調査法確立が必要である。また，薬物代謝酵素活性等
による長期モニタリング技術確立が必要であること等が指摘された。
これらの調査法は，「流出油の海洋生態系に及ぼす影響調査法」改訂版
の発行を目指して検討することにした。

環境庁で有害物質の環境基準を人の健康保護の視点の他に水生生物
保護の視点での検討が開始されているので，「毒性データに基づく海域
生態系影響評価手法と毒性試験法」を仮題としてシンポジウム形式で
平成13年度においても有害物質部会を開催する旨提案し，承認された。

瀬戸内海区水産研究所環境保全部長が閉会を宣言した。

２）質疑・討論

（3）平成13年度有害物
質部会の開催計画に
ついて

閉　　会
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１．有害物質部会の活動経過

有害物質部会は，平成10年10月の水産庁研究

所組織改正に伴って組織された「漁場環境保全

研究推進全国会議」に設置される部会である。

部会の名称からも推察されるように有害物質汚

染に係る研究動向，関係研究機関の研究推進方

向，成果及び課題等に関する情報交換を行い，

この分野に係る研究の連携・協力を密にするこ

とにより効率的な研究の推進に寄与することが

有害物質部会に与えられた使命であると考えら

れる。したがって，部会の任務は，有害物質汚

染に係る研究成果のレビュー，技術的諸問題に

対する情報交換及び分析法の相互比較や統一等

技術的問題の検討並びに関係機関における研究

分担や共同研究等連携・協力に関する諸問題を

取り扱うことであると考えられる。有害物質汚

染に関する研究は，微量分析や毒性試験等その

研究領域の特殊性のために，水産試験場では手

薄な分野であり，主として水産研究所で推進し

ている状況である。したがって，関係機関の研

究の分担及び研究協力など研究推進体制より

は，有害物質汚染に関する種々の情報を共有す

るとともに，今後の調査研究に備えるために研

究手法の改良や統一など技術的諸問題の検討に

重点を置く前年度の方針に基づき，平成12年６

月に第２回部会を開催した。以下にその概要を

報告する。

２．平成12年度有害物質部会の概要

平成12年度有害物質部会では，「流出油事故の

海洋生態系に及ぼす影響調査～調査体制と調査

手法～」を統一テーマとして，ナホトカ号及び

ダイヤモンドグレース号の最近の流出油事故の

経験に基づき，今後の流出油事故に係る緊急調

査を効率的かつ正確に実施するために①共同調

査体制の在り方②調査すべき事項及び③調査手

法の統一の視点から検討した。

調査体制については，OPRC 条約に規定され

る国際的な連携・協力及び各省庁の役割分担に

ついて共通認識を持つとともに，ナホトカ号油

流出事故調査等における都道府県研究機関との

共同調査の経験が賀報告された。広域的影響把

握のためには共同調査の必要性を確認し，現地

連絡協議会が共同調査体制のモデルの一つであ

るとの共通認識を得た。共同調査を実施する上

で，①国と都道府県の役割分担，②他省庁との

情報交換，③バックグランドデータの欠如，④

既往文献の解析・整理および⑤調査手法の統一

及び習熟等の問題点が指摘された。バックグラ

ンドデータの収集のために定線調査やボランテ

ィアの活用が提案された。

海洋生態系に対する影響を詳細に把握するた

めには，従来の調査に加えて卵・稚子等魚類の

初期発生過程に対する影響，残存する流出油の

長期的な影響把握とそのための手法確立及び油

汚染浄化・修復技術の海域環境に対する影響解

明の調査研究が今後さらに重要となることが指

摘された。

調査手法については，瀬戸内海区水産研究所

で刊行した「流出油の海洋生態系に及ぼす影響

調査法」をテキストにして①プランクトンや付

着生物など環境生物に対する影響調査法，②汚

染実態把握と油分調査法，③生態毒性試験法，

④流出油成分及び関連物質の分析法及び⑤油臭

魚官能検査法について各執筆者が説明した。調

査体制の問題点でも指摘されたが，影響調査実

施に必要な調査・研究手法統一のための標準的

手法を提案した。

今後の課題として，流出油が海洋細菌に及ぼ

す影響評価調査手法の開発，微生物機能を活用

した油汚染修復技術の海域環境に及ぼす影響調

査手法及びバイオマーカー等を利用する長期モ

ニタリング手法の確立等の新たな調査手法開発

の必要性が指摘された。一方，流出油汚染の的

確な影響評価のためには事故前の海水中油分，

大規模流出油汚染事故に備えて
山田　　久
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生物相や生物量等の生息状況に関するバックグ

ランドデータを整備する必要がある。既往の定

線調査の活用あるいはボランティアの協力等が

提案されたが，バックグランドデータ収集体制

の構築も今後の重要な課題である。

３．今後の活動方針

有害物質部会の活動経過で述べたが，有害物

質汚染に係る研究の連携及び推進方向を討議す

る状況になっていない現状においては，有害物

質汚染に係る情報を通して共通な認識を深め，

新たな問題に的確に対応するために，特定なテー

マについてシンポジウム形式で継続して開催し

たいと考えている。有害物質部会には世話人会

を設置し，取り上げるテーマなど会議開催方法

について協議しているが，いわゆる専門家のみ

で検討すると，専門分野の細部の課題に特化し，

大局的な視点・方向性を見失うこともある。し

たがって，有害物質汚染に関し，特に水産の分

野で取り上げなければならないこと等忌憚のな

いご意見を頂ければ部会の運営に反映していき

たいと考えている。

（環境保全部長）

瀬戸内海西部（燧灘～周防灘）での近年の漁

獲量はカタクチイワシ，シラスとも最盛期

（1980年代後半）の半分程度に減少している。

くわえて漁撈・加工設備への過剰な投資によ

り，その漁業経営は深刻な状況にある。これら

の理由から漁獲動向に対する漁業者や関連業者

の関心は高い。

瀬戸内海西部海域の浮魚資源担当者グループ

はカタクチイワシの漁獲状況を把握するため，

1992年以来，漁期初めの漁獲情報の交換を行っ

ている。以下，カタクチイワシを中心に2000年

の情報をとりまとめた。漁獲量については特に

明記しない限り湿重量で示した。

【香川県】

燧灘－香川・愛媛両県のパッチ網業者の話し

合いで，大羽漁は６月12日，シラス漁は６月20

日から操業を開始した。シラス漁の解禁当初は

魚体が小さかったため，６月26～30日まで一斉

休漁した。７月10日までの漁獲量は大羽1,003.5

トン（前年比179％），中羽1.0トン（0.3％），小

羽3.3トン（2％），カエリ18.2トン（17％），シ

ラス238.9トン（89％），合計で1,264.9トン

（87％）であった。前年に比べ大羽の漁獲量は

多いが，中羽，小羽，カエリ，シラスの漁獲量

は少なかった。シラス中のマイワシシラスの混

獲率は５％未満であった。

漁獲量＝煮干し生産量×４

【広島県】

６月の県漁連共販量を製品重量で示した。小

羽，中羽，大羽の銘柄分けは1997年から行われ

るようになった。チリメン，カエリ，煮干し全

体については1993～1999年の平均値，小羽，中

羽，大羽については1997～1999年の平均値を平

年値とした。

備後・芸予瀬戸，燧灘－チリメンは49.6トン

（前年比324％，平年比119％）と前年に比べ好

漁であったが，ほぼ平年並みであった。カエリ

は5.4トン（109％，117％）とほぼ平年並みで

あった。小羽は0.3トン（3％，9％）と極めて

不漁であった。中羽（前年2.8トン，平年2.0ト

ン），大羽（0.2トン，0.2トン）は漁獲されなか

った。煮干し全体（小羽＋中羽＋大羽）では

0.3トン（前年比2％，平年比11％）と極めて不

漁であった。

安芸灘・広島湾－チリメンは 6 . 4トン

（1,170％，310％），カエリは11.3トン（7,010％，

瀬戸内海西部における2000年カタクチイワシ漁期初めの漁獲状況
河野　悌昌

報 告 関 係
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344％），小羽は7.5トン（610％，1,048％），中

羽は6.6トン（17％，48％），大羽は28.9トン

（111％，151％）であった。この海域では漁獲

量に対する共販量の占める割合が不安定なた

め，各年の単純比較はできないが，漁業者から

の聞き取りも考慮すると，チリメン・カエリは

平年より好漁であったと考えられる。

【愛媛県】

1989～1999年の平均値を平年値とした。

燧灘－川之江・伊予三島地区の瀬戸内海機船

船びき網では，６月12日を解禁日として，漁獲

を開始している。解禁から２週間は大羽を主体

に漁獲されたが，その後魚群が減少したため，

シラス漁への切り替えを検討した。しかし，魚

体が小さかったため，６月26～30日にかけて休

漁した。６月の漁獲量は611トン（前年比86％，

平年比120％）であった。本年度は1週間の休漁

期間があったため，前年より漁獲量が減少した

と考えられる。銘柄別では大羽が99.8％で漁獲

物のほとんどを占め，前年比229％，平年比で

は168％であった。その他の銘柄は前年比0～

27％，平年比０～５％とほとんど漁獲されなか

った。本年度はマイワシの混獲は極めて少なく，

６月には確認されなかった。７月のシラスサン

プル中には若干混獲されていたが，重量，尾数

比率ともに１％以下であった。

漁獲量＝煮干し生産量×４

伊予灘－伊予漁協の船びき網によるカタクチ

シラス漁は昨年より1.5ヶ月早い４月下旬より

漁獲が開始された。漁獲開始から６月末までの

総漁獲量は483.4トン（前年比3,106％，平年比

648％）と記録的な豊漁であった。5月は平年比

919％，６月は同607％となり，両月ともに過去

最高の漁獲量であった。しかし漁業者の話によ

れば，混ざりものが比較的多かったため，品質

的には低級なものが多かったようである。上灘

漁協のまき網によるカタクチイワシ漁は５月中

旬から漁獲が開始されたが，開始当初より油イ

ワシで商品にならないため漁獲開始～６月中旬

までは模様ながめの漁となった。６月下旬には

品質が向上したため本格的な漁獲を行った。漁

獲開始から６月末までの漁獲量は大羽主体で

96.3トン（18％，18％）と低水準の漁獲となっ

ている。なお，マイワシの混獲は今のところ確

認されていない。

【山口県】

1990～1999年の平均値を平年値とした。

伊予灘－光漁協における１～５月のカタクチ

イワシ大羽漁獲量は3.6トン（前年比87％，平

年比48％）であった。６，７月ともカタクチイ

ワシの漁獲量は少なく，イカナゴの漁獲量も例

年より著しく少ないため，休漁がちである。平

生町漁協では７月13日現在，まだ操業していな

い。

広島湾－浮島漁協では７月３日から操業を開

始した。カエリサイズ主体に漁獲しており，漁

獲量は１日１統あたり80～100箱（製品重量：

１箱９kg）で例年よりも若干多い。品質もまず

まず良好である。

【大分県】

シラス

船曳網によって漁獲される。1991～1999年の

平均値を平年値とした。

佐伯湾－１～３月は3.8トン（前年比125％，

平年比13％）と平年に比べ不漁であったが，4

月は51.7トン（4,075％，456％）と豊漁，5月は

47.8トン（89％，113％）で平年を上回った。

１～５月の合計は103.3トン（177％，127％）

で前年，平年を上回った。

別府湾－１～３月は85トン（208％，65％），

４月は８トン（12,183％，131％），５月は158ト

ン（44％，202％）と平年に比べ増加傾向を示

した。１～５月の合計は251トン（63％，117％）

で前年を下回り，平年を上回った。

佐伯湾の漁獲量＝製品（チリメン）重量×

2.380

別府湾の漁獲量＝製品（チリメン）重量×

2.514

カタクチイワシ

1986～1999年の平均値を平年値とした。
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県南まき網－１～３月が723トン（25％，

149％）で，豊漁だった前年よりは減少したも

のの平年を上回る漁獲となった。４月は107ト

ン（27％，99％）と平年並，５月は63トン

（７％，34％），６月は104トン（45％，29％）

と低調であった。１～６月の合計は997トン

（23，87％）で前年，平年を下回った。

本年漁期初めのカタクチイワシ漁は海域によ

って好・不漁にわかれた。燧灘では広島，香川，

愛媛の3県がほぼ同じ海域を漁場としているに

もかかわらず，県によって漁模様が異なった。

安芸灘・広島湾では平年以上の漁獲があった。

伊予灘の山口県側では平年以下の漁獲であった

が，ここ数年は不漁が続いており，その中でも

前年と本年はまずまずの漁獲とのことである。

伊予灘の愛媛県側では油イワシの出現により本

格的な漁獲が遅れたためか，低水準であった。

この海域では例年10月まで漁期が続くので今後

の動向に注目したい。

本年漁期初めのシラス漁は総じて平年を上回

り，特に安芸灘から伊予灘で好漁であった。燧

灘では平年以下～平年並みであったが，これに

は魚体が小さく一斉休漁を行ったことも関連し

ていると考えられる。この取り残しがカエリ～

大羽漁獲量のかさ上げに繋がる可能性もあり，

今後の漁獲増加が期待される。

1999年の正式な漁獲統計は現時点では報告さ

れていないが，各地の報告から最近10年間にお

いては豊漁であったと推察している。2000年は

1999年より少ないものの，それに次ぐ漁獲があ

ると考えられる。

（沿岸資源研究室）

以上の結果は下記のグループが集めたデータを

河野悌昌（瀬戸内水研）がとりまとめたもので

ある。

安部　享利（香川県水試），

村上　倫哉（広島県水試），

谷川　貴之（愛媛県中予水試東予分場），

加藤　利弘（愛媛県中予水試），

木村　　博（山口県水研センター内海研究部），

木村聡一郎（大分県海洋水研センター）
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突然の依頼

研究室で作業をしていると，突然佐古企連科

長が来られた。用件をお伺いすると，何やら海

の日の講師をお願いしたいとのことであった。

初めは当日の夕刻より既に予定があったためお

断りしたのだが，その後も少々気になっていた。

翌日再度その内容を詳しく伺ったところ，７月

20日の海の日に大竹市教育委員会主催で「ふる

さとの海」をテーマにして，小・中学生とその

保護者を対象とした体験学習を行うとのこと

で，その中の地曳き網体験（漁業体験）で採集

された生物の種類やその生態を指導してもらい

たいとのことであった。

地域からの依頼を受けて子供達とその保護者

を指導することは，ささやかではあるものの研

究所の宣伝になると考えたことに加え，何より

私自身何が採れるのか興味があったこと，幸い

時間の都合もついたため，快く講師を引き受け

ることにした。

海の日の講座開催

７月20日海の日は快晴となり，海の催しを行

うには絶好の日和であった。正式な講座名は

『“海を科学しよう”海洋探検ワークショップ，

2000年「海の日スペシャル」』ということで，

食生活の基盤である海，命を育む海，交通手段

としての海等，海について学習するという，文

部省の補助事業とのことであった。参加者は子

供とその保護者60名の他，ＰＴＡ，市役所，漁

協，報道関係の方など総勢約85名と結構な人数

となっていた。既に行事は早朝7：30より始ま

っており，海上保安庁の巡視艇２隻（岩国海上

保安署）に乗船して阿多田島やその周辺にある

白石灯台を回って灯台の役目など説明を受けた

後，署員から海上保安業務の説明などがなされ

たようであった。来年の省庁再編を睨んだ行政

サービスの一環と考えられたが，結構思い切っ

たことをするものだと内心思った。船舶の費用

などどの様に工面したのだろうか。

さて，私への依頼は前述の通りで，10：30か

ら12：30まで現地の阿多田島地先で講師を務め

ることである。研究機関の講師ということで恥

をかくわけにはいかない。また，幾分か謝礼が

出ることもあり，手ぶらで行くのも何か気が引

ける。予め当日採れそうな危険な生物について，

その生物の図を持ってきて欲しいとのことだっ

たので，この時期，この付近の砂場から磯に多

いハオコゼ，アイゴの写真をコピーし，それら

を含めて魚類に関する簡単な説明資料を作成し

配布することにした。

阿多田島へ出航

いよいよ現地への出発である。阿多田島へは

前に一度，トラフグの稚魚を購入する際に養殖

場へ行ったのみで，一度も上陸したことはない。

旅客船では初めての渡航である。ここで阿多田

島について少し説明しておこう。阿多田島は広

島湾に浮かぶ，厳島（宮島）のすぐ南に位置す

重田　利拓

図１　広島湾に浮かぶ阿多田島

魚 類 探 訪 紀 行 ②
－海からの贈り物（広島・阿多田島編）－
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る周囲12ｋｍの小島で，人口357人，漁業の島

である（図１）。行政上は広島県大竹市に属し，

本土の小方港より１日５便の定期船が出てい

る。

小方港より市の担当者，報道関係の方と乗船

し阿多田島へ向かった。島までは35分の船旅で

ある。当日は休日ということもあって，船内は

海水浴客でにぎわっていた。子供達は夏休みに

入り，どの顔もとても楽しそうである。さて，

そうこうするうちに島へ到着した。そこで漁船

に乗り換え地曳き網の現場へ行くことになって

いたのだが，予定が遅れて肝心の子供らが来て

いない。暇だったので船着き場の浮棧橋から海

を見てみると，透明度が高く海底まで良く見え

る。全体的に水がきれいな感じだ。研究所の前

は透明度が低く，魚の観察には不向きなのとは

対照的である。沖に向かい棧橋の右端ではベラ

科・ホンベラの雄が繁殖の縄張りを形成し，盛

んに雌を誘惑している。しばらくしてこの縄張

りを無視してグループでの産卵が行われた。私

はこんなところを利用してまでも巧みに生きて

いる彼らにに感動し，そのことを現場まで乗せ

てくれる漁師に話してみた。がしかし，漁師は

そんなことには一向に興味は無いようで，そそ

くさと漁船に戻り乗船の準備を続けてしまっ

た。準備が忙しいのだから無理もないだろう。

うだる暑さの中，ようやく子供らが現れ現場へ

向かうこととなった（図２）。

地曳き網体験

いよいよ本日のメインイベントが始まった。

会場は阿多田島の南岸である。瀬戸内海ではど

こでも見られる普通のポケットビーチで，大物

は期待できそうもないものの，キスやベラなど

小物は結構居そうである。網は漁師の方が自作

した30ｍ 程の網で，網を50ｍ くらい沖に沈め

た後，その両端の曳き縄を砂浜の子供らに曳い

てもらう仕組みだ。昔はこの何倍もある網で地

曳き網漁が行われていたそうだが，今は全く行

われておらず，漁師の方も昔を思い出しながら

の挑戦だ。速すぎず，遅すぎない適度な速さで，

慎重に網を曳き揚げて行く（図３）。子供らは

漁師の合図に合わせてどんどん曳いて行く。す

ると網を入れてから10分もたたないうちに網が

見えてきた。中には何やら入っているようだ。

砂浜に曳き揚げて見るとアオサやアマモの切れ

端の塊の中に魚がピチピチ跳ねている。シロギ

図２　何隻かに分かれて漁船に乗り込み地曳き網
の会場へ向かう。船上では心地よい風が吹く。

図３　地曳き網体験
上：期待に胸を膨らませてどんどん網を揚げて行

く。揚網スピードは速くなりがち。
下：１回分の採集物。アオサとアマモの切れ端で

団子状になっている。慎重に塊を解すと，そ
の中から獲物が見えてくる。
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ス，キュウセン，ホンベラなどの魚である。そ

の塊の中に小さな刺々しい赤い魚もたくさん入

っている。予想通りのハオコゼだ。おまけに全

長25㎝ 程のアイゴまで２尾入網している。こ

の辺りではアイゴは夏を告げる魚である。最近，

藻（草）類の研究者からは敬遠されているよう

だが，釣れれば良く引き，食べても美味しく，

また何よりも何だか愛嬌のある顔なので，私は

結構好きである。さて，話をもとに戻そう。採

集された危険な生物は予測していたもののみ

で，何とか面目を保つことができた。初めは恐

る恐る見ていた子供らも，次第に近寄って来て，

あれやこれやと触りだし，「これなに？」，「こ

れ毒ない？」などいろいろ尋ねてくる。それぞ

れの質問に答えつつ，魚の種類，雌雄，食性な

ど生態について説明して行く。一方，大人達は

いったん網が揚がると大変で，子供達の挙動に

目を離す隙が無い。地曳き網は合計３回行われ，

シロギス，ハオコゼ，キュウセン，ホンベラな

ど約15種の魚類（表１）とミズクラゲ，ウミウ

シ類（各２個体），マダコ（１個体）などが採

集された。このうちまだ生きている小魚は逃が

してやり，残りは昼食の会場へ運ばれ，参加者

の胃袋を満たすこととなった。

おわりに　―海からの贈り物―

昼過ぎに講師としての私の役目は無事終了

し，帰路につくこととなった。ところが地曳き

網の採集物で１つどうしても気がかりなものが

いたのである。始めは採集された直後にいただ

けないか聞こうと思ったのだが，子供らの楽し

げな姿を見ているとなかなか切り出せない。今

年の７月17日にベラ科以外の温帯の海産魚では

世界で初めてのある現象を発見して以来，これ

までのデータをより補強するための標本の採集

に迫られていた。がしかし，当時はまだ一つも

持っていなかったのである。いろいろ悩んだ末，

これも海の神様が私にくれた贈り物ではないか

と（勝手に）思うことにして，いよいよその旨

切り出すことにした。今回の講座の担当者であ

る大竹市教育委員会の橋村氏に尋ねたところ快

くご了解いただき，すぐに携帯電話で昼食会場

に連絡を取っていただいた。お陰で何とか皆の

胃袋に収まる前に標本を確保することができ

た。後から聞いた話だが，子供達もこの魚に興

味を持っていたらしく持って行く際，「これど

うするの？」，「何を調べるの？」と聞かれたそ

うである。

今回，昼までの講師ということで胃袋こそ満

たすことができなかったが，私の好奇心は充分

満たすことができた。ささやかな協力ではあっ

たが，少しでも海やそこに棲む生物に関心を持

っていただけたなら幸いである。数日後，いつ

もは寂しい私の懐具合も幾分か満たされたこと

は言うまでもない。現在，今回いただいた標本

を含め調査を進めており，その一部を10月に開

催される日本魚類学会にて発表予定である。皆

さんお楽しみに。

最後に本講座でお世話になった大竹市教育委

員会生涯学習課・古谷氏，橋村氏をはじめとす

る大竹市の皆様，情報を提供していただいた瀬

戸内海区水産研究所・佐古氏に御礼申し上げ

る。

（資源培養研究室）

・採集個体数は計数していない。
・ウミタナゴ科，ネズッポ科およびハゼ科魚
類（ヒメハゼを除く）は同定していない。

表１　地曳き網で採集された魚類の簡単なリスト

目　　　　科 種 （メモ）

フサカサゴ科
ハオコゼ科
アイナメ科

カジカ科
シマイサキ科

キス科
タイ科

ウミタナゴ科
ベラ科

ネズッポ科
ハゼ科

アイゴ科
カワハギ科

メバル
ハオコゼ
クジメ

アイナメ
アナハゼ

シマイサキ
シロギス
クロダイ

ウミタナゴ類
キュウセン
ホンベラ

ネズッポ類
ハゼ類
アイゴ

アミメハギ

幼魚
多数採集

１個体
小型個体多数採集
TL約２㎝，２－３個体
幼魚，吻部斜線なし
IP，TP，多数採集
IP，TP，

ヒメハゼ含む
TL約25㎝，２個体，精液出る

カサゴ目

スズキ目

フグ目
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一昨年，北欧の古都ベルゲンで，第１回藻類

ウイルスワークショップが大成功のうちに幕を

閉じて早２年。ミレニアムの今年，世界中の藻

類ウイルスの専門家たちは，アイルランド国ゴー

ルウェイの街に，約束通り再集結した。メンバー

は11カ国から日本人３名を含む30名余り。各グ

ループの下に働く若くて元気な学生達や，毎度

お馴染みの強者教授連，ベルゲンからの懐かし

い友人達。

今回のワークショップでは，５種の新奇な藻

類ウイルス（藻類を宿主とするウイルス）の分

離が報告された。各チームとも相変わらずウイ

ルスハンティングには懸命だ。こうしたエネル

ギーの投入が，これまでの藻類ウイルス研究の

歴史の中で達成されていなかった２つの成功を

もたらした。

一つは RNA ゲノムを持つ藻類ウイルスの分

離（これまでに知られていた藻類ウイルスはす

べて２本鎖 DNA ウイルスだった），もう一つは，

藻類の中でも最大の種類数を誇る渦鞭毛藻を宿

主とするウイルスの分離である。我々の研究グ

ループは，わが国で貝類へい死の原因生物とし

て問題になっている渦鞭毛藻 Heterocapsa cir-

cularisquama に対して感染・殺藻するウイルス

（HcV）の分離を世界で初めて報じ，大きな反

響を呼んだ。HcV 分離の功労者であり私の共同

研究者である Dr. Tarutani がこの記念すべき口

演を行う予定だったのだが，不慮の発熱のため

私がプレゼンターの栄誉をいただく形になって

しまった。気の毒に。慣れない外国へ行くとき

に，ビタミン剤は必需品。

また，この他にも藻類ウイルス研究の歴史を

語る上で欠かせない Dr. Van Etten，Dr. Meints

（両者ともクロレラウイルス研究の大家）を初

めとする多くの研究者から，多数の興味深い発

表がなされた。私自身，約15年前大学院時代に

感じた Van Etten と Meints  による論文への悩

ましい羨望なしに，今ここで彼らとともに同じ

ワークショップに参加するなんてことはなかっ

たろう。その雲の上の二人と，今回のワークシ

ョップでは大変仲良くしていただいた。私自身

の歴史の中ではこの上なく嬉しいこと。

ところで，参加者約30名の国際ワークショッ

プと聞いて，皆さんはどういう感想を持たれる

だろうか。藻類ウイルス研究の歴史が浅いこと

を考えてみても，普通のワークショップに比べ

ればかなり小さい。というか，小さすぎて，ワー

クショップサイズとはいえないかも知れない。

しかしながら実は，こうした小サイズのワーク

ショップは，私のような参加者には大変具合が

よい。

まず，少人数ゆえに，開催期間のうちに全員

の顔と名前を何とか一致させることができる。

大きな学会や国際会議に比べて，同じ人間と１

対１で喋る時間が確実に長い分，覚えてもらう

ことができる。その気さえあれば，参加者全員

と，確実にお知り合いになることができる。そ

して「Algal Virus（藻類ウイルス）」という共

通の話題。全然面識のない研究者から突然，

「あの論文の中でお前はこう言っているが.....」

第２回藻類ウイルスワークショップ（於アイルランド）参加記
長崎　慶三

外 国 出 張

写真１． ワークショップに参加した面々の記念写
真。背景は，今回の会場となったアイルラン
ド大学付属のマーチンライアン研究所。緑が
いっぱいの恵まれた環境にある。
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とかいった話題を振られることも多い。新たな

友人が確実に増える。

第二に，ディスカッション参入へのハードル

が低いこと。日本に生まれた研究者なら誰でも

持っている語学の壁。でも小さなワークショッ

プなら，手を挙げて，かなりの確率で指名して

もらうことができるし（ときには，手も挙げて

いないのに突然指名され，参加者にアピールす

るチャンスを戴けたりするし），座長はとにか

く日本人のたどたどしい英語を一生懸命聞いて

くれ，場合によっては通訳（分かりにくい英語

→普通の英語）してくれる。まずは質問内容を

思いついたら，簡単なメモを作って手を挙げて

みる。遠い異国の地で，仮に質問の一つや二つ

失敗したとして，何が失われるというのか。こ

ういう旅恥掻捨感覚は，けっこうわれわれのよ

うな業種の人間には重要かも知れない。今回使

った方法で，これは使えると思ったのが，ディ

スカッション時の OHP の使用。手元に自分の

説明を補ってくれるような図表があれば，指名

を受けた後に，えいと席を立ち，前のプロジェ

クターの上にそいつをのっけて説明するのがて

っとり早い。しかも聞いてる側もよく分かって

くれる。下手な英語も，参考図があれば見事に

通じる（ように思える）。

まあとにかく，高い金使って何日もかけて出

かけていって，おとなしくて無口で謙虚な方で

すね，というぼやっとした印象を与えるくらい

なら，日本人には珍しくなかなかに図々しいお

喋りな方ですね（英語は下手なくせに）という

印象を持っていただいた方が，はるかに有り難

いはず。なぜなら，時間の推移とともに，前者

は相手の記憶からよりたやすく剥落するから。

こういう実践教育を大学で一度も受けずに研究

者になって，40も間近になってやっと気づくと

いうのは，大学教育そのものが，苦手な分野は

避けて通ろうとしているということか。それと

もそのような些細なこと，自分の力で慣れて気

づいて実践するのが，精神論国日本の研究者の

あるべき姿だというのか（エコー）。

ともあれ，ますます図々しさとおねだりが増

す今日この頃。第３回のワークショップ（2002

年）を日本に何とか招致しようと現在奮闘努力

の真最中。何卒皆様からの温かい援助をお願い

申しあげ，新世紀のささやかな夢を実現したい

と考えております。

（赤潮生物研究室）

参考文献

＊ J. L. Van Etten et al. (1991) Viruses and virus-like

particles of eucaryotic algae. Microbiol. Rev., 55,

586-620. 

＊ J. L. Van Etten & R. H. Meints (1999) Giant viruses

infecting algal. Annu. Rev. Microbiol., 53, 447-494.

＊長崎慶三 （2000）海洋植物プランクトンとウイ

ルスとの関係. 月刊海洋/号外, 21, 190-195. 

写真２． 懇親会でのスナップ。向かって右から，
Sandy Murry 博士（モデリングの専門家），著
者，Jim Van Etten 老師。２人前はあろうかと
いうフルコースの後のデザート（巨大アイス
クリーム）を平らげて，皆さんご満悦の表情。
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イカやタコはそうでもないようだが，貝は美

味しい！美味しい貝が食べたい！と思うのはど

うやら万国共通のようである。しかし，どこの

国においても，その貝を安心してパクパク食べ

られるという状況はないようである。何故なら，

貝毒や細菌等による食中毒が依然として全世界

的な問題となっているからである。貝類の安全

性と安定的生産については，貝毒発生海域の広

域化や大量斃死等，話題の多い昨今である。し

たがって，「貝類の安全管理に関する国際会議」

は今回で第３回目とまだ若い？国際会議である

が，その取り組みは今後も益々重要になってく

るであろう。ここでは，平成12年６月19～23日

にアメリカ合衆国ニューヨーク州サウサンプト

ン（ニューヨーク市の東に位置するロングアイ

ランド島の南東部の避暑地）にあるロングアイ

ランド大学のサウサンプトン校で開催された同

会議に参加したので，その概要を報告する。

当研究室からは私と松山研究員が，また，東

北区水産研究所の鈴木主任研究官と奥村研究員

が同行した。同氏らは初めての参加であるが，

私自身は1997年11月にフィリピンのイロイロ市

で開催された第２回会議に引き続いての参加で

ある。この他の日本からの参加者は，北里大学

水産学部の児玉正昭教授と東京大学アジア生物

資源環境センターの福代康夫助教授の２名であ

った（写真１）。参加国は日本を含む25カ国で，

参加者は約100人，登録ポスター発表数49，口

頭発表数33とやや小規模な会議であった。しか

し，貝毒と細菌による食中毒の話題を中心にし

て，貝類の生理・生態から漁場管理や加工・流

通の問題点まで，幅広い内容の話題が提供され

た。そして，これらの発表を通じて，①食中毒

のなかで，水産物における食中毒が依然として

大きなウエイトを占めていること，②有害・有

毒プランクトンによる魚貝類の毒化や大量斃死

等の現象が世界的に重要な問題となっているこ

と，③特に東南アジアでは貝類漁業の振興にと

って貝毒の発生が大きな障害となっており，モ

ニタリング体制の整備が急務であること，④先

進諸国間でも貿易の大きな障壁となっており，

機器分析のための標準毒の供給体制の整備とモ

ニタリングの強化が必要であること，⑤未知の

毒成分による中毒発生を未然に防ぐ等のため，

依然としてマウス検査が有効かつ必要であるこ

と等が共通の認識となった。

私は An introduction of the present state and

current problems of shellfish fisheries in western

Japan と題してポスター発表を行い，西日本に

おけるカキやアサリ，アコヤガイ等の貝類漁業

の現状及び大量斃死や貝毒発生等の問題につい

て紹介した（写真２）。また，松山研究員は Im-

pacts of harmful dinoflagellate Heterocapsa

circularisquama on shellfish aquaculture in Japan

と題して口頭発表を行い，日本における有害プ

ランクトン H. circularisquama による被害の発

生状況，本種の生物特性やカキ等の貝類の斃死

機構について紹介した。いずれも，貝類の生産

現場における主要な問題である。この他に，貝

類の流通と貿易における安全性の管理の問題が

ある。これは，研究や技術開発といった側面よ

りも，制度・施策に関わる側面が強い。現在，

食品の安全性，健全性と品質確保のための

HACCP（Hazard Analysis Critical Control Point，

「食品危害分析・重要管理点監視」などと訳さ

れている。）と呼ばれている新しい衛生管理方

式がある。安全な魚介類の生産と供給は世界的

に共通する問題であり，その対策として

HACCP 方式をとり入れることが一つの大きな

流れになっている。例えば，アメリカでは1991

年に HACCP に関する規定が施行され，国内は

もちろんであるが，輪入水産物にも適用された。

その結果，アメリカは HACCP を実施している

国や施設からのみ水産物を輸入することになっ

安全で，かつ美味しい貝を食べられるように！
小谷　祐一



─ 36─

瀬戸内水研ニュース　No.4（2000.8）

た。EC でも同様に，HACCP 概念をとり入れ

た規制が1993年７月から施行されている。要す

るに，水産食品の国際貿易の振興に伴って，

HACCP に基づいた安全性の管理が必要になっ

てきたのである。しかし，本国際会議でのいく

つかの報告が指摘しているように，先進国であ

るアメリカや EU 諸国においても，HACCP へ

の対応は必ずしも順調に進んでいるわけではな

いようである。「安全で，かつ美味しい貝を食

べられるように！」，貝類養殖の現場でも，加

工流通においても，輸出入の制度・施策におい

ても大きな変革が求められているのが感じられ

た。その理由は，本国際会議が最新の研究成果

の発表の場であるとともに，研究レビューによ

る問題点の総括，さらに制度・政策に対する問

題提起の場といった側面も強かったからであ

る。この点では，今後，関係する行政部局から

の参加も考慮する必要があるように思われた。

また，パネルディスカッションで論議された内

容を提言・勧告としてとりまとめる作業が行わ

れた。他の国際研究集会でもよく行われている

ことだが，研究成果の社会への還元方法の一つ

として，学ぶべき点があるのではないだろう

か。

さて，会議開催中は寄宿舎に缶詰状態で，数

少ない楽しみの一つは食事であった。喜ばしい

ことに？朝・昼・晩と食べ放題，飲み放題（も

ちろん，コーヒーやジュース類のみであるが），

とにかくボリューム満点である。交歓会では生

ガキも出されたが，さすがに魚介類の生ものを

食べるのは勇気がいった。それにしても一体こ

れらを誰が生産してどのようにして運ばれて来

たのだろうか？もし安全・衛生面での取り扱い

が軽視されていたら…。多少の不安を感じつつ

も，ついつい食べ過ぎてしまって，帰りの飛行

機のなかで多少窮屈な思いをしたのは私だけで

はなかったようである。

（有毒プランクトン研究室長）

写真１． 本会議の主催者であるシャムウェイ博士
を囲んで。左から，鈴木，児玉，福代，シャ
ムウェイ，松山（敬称略，所属等は本文参照）

写真２．ポスターの前で（著者）
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今年度の一般公開はまたしても新実験棟の工

事（７月から始まる予定）との絡みや，メイン

となるしらふじ丸の航海状況から，梅雨最中の

６月24日を実行委員会で内定し，５月末の所内

部課長会議の承認を得て実行することが決まっ

た。

ポスターは昨年同様に職員から応募のあった

キャッチフレーズを盛り込み，情報主任のテク

ニックによるカラー版を原案とした。チラシも

一太郎でのカラー文字原稿に写真を貼り付けた

りしたもので，その両方をカラーコピーで約

300部作成した。

宣伝のためのポスター・チラシ等の配布先は，

地元町内はもとより，近隣の廿日市市，大竹市

他佐伯郡内の各町村役場，小中学校を主体に山

口県の大島郡内の各町役場など昨年の倍以上に

範囲を広げて配付した。

今回の目玉は，職員の意見が委員会に反映し

た初めての試みになる「メダカすくい」だが，

本当に実施できるかどうかは委員の間でも後々

まで不安材料であった。一応ポスターに唱った

時点から本格的に取り組むことで進めたが，地

元の中国新聞（朝刊）や西広島タイムス誌で

「メダカ」のことが大きく取り上げられたこと

により，外部からの問い合わせが一般公開当日

まで殺到し，対応に四苦八苦することとなった。

西広島タイムス誌ではメダカの数についての記

載がなかったので中国新聞の方には，メダカの

数（予め150匹＋追加50匹の約200匹を用意）に

制限があることを掲載してもらった。その反響

かもしれないが，公開開始時間前には数多くの

子ども連れの親子が来場し，10時からの公開予

定を約10分間繰り上げ，開始した。その20～30

分後には庁舎内の駐車スペースも別途用意した

臨時駐車場も車がイッパイで，庁舎周辺の路上

に止める車も出てくるほどになった。

「メダカすくい」は小学生以下の子どもを対

象に行ってもらう予定だったが，余りの殺到振

りに，メダカ整理券なるものを配り，３つのコ

ンテナ（高さ約15㎝程度）に浅く水を張った状

態で子メダカを約50匹（１コンテナ当たり16～

17匹程度）入れ，一度に５人がメダカすくいを

できるような形で配備した。

金魚と違い，動きの素早いメダカを本当にす

くうことができるのか前日の夕方に職員が試し

たが誰もすくえなかった。さすがに小学生は機

敏なのか何人かの子どもがきちんとすくってい

たのには驚いた。一応，すくうことのできた子

どはもちろん，すくうことができなかった子ど

もにも持ち帰り用の親メダカのカップル（雄・

雌１匹づつ）が入った袋とインターネットに出

ていた「メダカの育て方の資料」を配った。

50枚のメダカ整理券があっという間になくなっ

てしまう上，追加のメダカも直ぐに無くなると

いう来場者の集中振りに改めて世間のメダカへ

の関心が強いことを痛感した。

昨年は実験棟の工事の関係で晩秋の開催にな

り，実施できなかったタッチプール。担当者が

不在でできなかった走査電顕をはじめ，ここ数

年来好評なので今年も行った海藻押し葉ハガ

キ，プリクラ，パネル展示，ところてん，魚の

名前当てクイズ，しらふじ丸といった各催しも

平成12年度瀬戸内海区水産研究所一般公開
山根　　伸

そ の 他

写真は「メダカすくいコーナー」の光景
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「メダカすくい」の影響で大混雑という状況で

あった。

ちなみに今年の来場者数は700人を越え，過去

最高の来場者数（最終確認で701人）となった。

この数値は職員一人当たりが対応した来場者数

（来場者数÷対応職員数）に換算すると全水研

中でも№１の数値になると思われる。用意した

記念品もクイズの景品も完全に品不足であり，

ところてん実演でも実に400食のところてんが

消えていった。

本当にメダカの影響で午前中はものすごい賑

わい振り，メダカが無くなった後は徐々に通年

のペースに戻ってゆき，やっと一息できるとい

う状態であった。

アンケートは来場者の５％の35枚しか回収で

きなかったが，来年もメダカすくいを行って欲

しいという意見やメダカが少ない，行っても無

かったといったことが目立ち，新たな悩みの元

ができた感じである。

反省点でもあるが，もし来年もメダカすくい

を行うのであれば，事前に用意するメダカの数

は今年のように100とか200という数ではなく，

1,000とか2,000あるいは5,000以上というような

数がいるのかもしれない。

天候的にも恵まれ，当日の降水確率40～50％

という予報にも関わらず，曇り空のまま朝から

夕方まで保ち，昼過ぎにパラつく程度で済んだ

のは幸いであった。

メダカ影響の予想以上の反響に追われた感の

ある一般公開となったが，充実した感じで楽し

げに帰っていく家族連れの姿が，良い一般公開

になったという実感をもたらしてくれた。計画

段階からいろいろと手回ししてくれた実行委員

はもちろんのこと，当日参加協力してくれた職

員及び特別研究の皆さんには，いくら感謝して

もし足らないほどの１日だったと真摯に感じ

た。

一般公開を終了して尚，翌週にはメダカにつ

いての問い合わせや相談，あるいは持ち帰った

メダカが卵を生み，孵化して稚魚が20匹ほど増

えましたという連絡等が２～３件入ってきてい

る。

今年までは，国の機関ということで無料での

公開を実施できたが，来年度からの独立行政法

人としての一般公開では入場無料という運営，

あるいは無料提供の催しなどはできなくなるの

かもしれない。

（一般公開実行委員長）

写真はタッチプールを楽しむ子どもたち

写真は盛況なところてん会場
駐車している車は全て来場者のもの
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この３月末日，定めのときに至り，おわかれ

することになりました。

想えば昭和47年から日本海区，西海区水研，

霞ヶ関をはさんで南西・瀬戸内海区水研，それ

に水研に先だつ福井県水試を加えると30余年に

わたって水産の試験研究畑でご厄介になってき

たことになります。

学生時代，プランクトン学を専攻したことで

特に黒潮共同調査，国際生物学事業計画など人

類の食糧確保や保険問題への海洋生物学の国際

的アプローチの現実を垣間見ることになり，職

に就いてからもほとんど一貫してプランクトン

を主とした試験研究に従えたことは私にとって

好ましいことでした。

調査船にはよく乗せてもらいました。しかし

よく酔いました。日数が経てばうそのように回

復しますが，出港直後は時化ともいえないわず

かな揺れでも決まってあのムカーッがやってき

て，時を選ばず口をおさえながら舷側に駆け寄

ったものでした。海面のすれすれをすいーっと

こともなげに過ぎてゆく海鳥を羨みました。

沿岸滞泳期のサケ稚魚や着底期のマダイ，ヒ

ラメの餌料環境の定量的研究に取り組めたのも

有り難いことでした。ことに手とり足とりで習

い始めたスキューバー潜水でマダイ稚魚の摂餌

行動や餌生物のスオームのつくりをこの目で観

察できたことは強い印象です。水産の研究上，

環境収容力という概念はいまや最もポピュラー

なひとつとなっている感がありますが，照準を

定めた具体的研究の重要性がますます大きくな

ることは疑いを容れないことでしょう。

ブロックや関係団体の方型には各種研究会は

もちろんソフトボールやテニスを通じて活力源

となる多様な養分を賦けて頂きました。

長きにわたりよくもつき合って載けたもの

だ－これが実感です。ありがとうございました。

（前瀬戸内海海洋環境部長）

３年余り勤務した瀬戸内海水研を定年退職し

ました。在職中お世話になった各県の研究機関，

水産庁の皆様に厚くお礼申し上げます。退職後

は長崎市郊外に隠居しております。

近況報告：数年離れた郊外の町に来て驚いた

ことは周辺の動植物相の変化です。九州の方言

で「川ガキ」というのをご存知でしょうか。水

産関係の方は淡水のカキと思われるかも知れま

せんが，これは川辺で終日遊ぶ子供たちを指し

ます。今は地方によっては「絶滅危惧種」とも

言われていますが，私の居住地でも例外ではな

いようです。子供たちの遊ぶ川はなくなりまし

た。川は岸も底もコンクリートで固められ，お

まけに曲がったところは直線に近い形に「修正」

され，更におまけに大人の背丈ほどもある高い

フェンス。子供たちを危険な水辺に近付けては

ならないという大人の配慮でしょうか。かって

多数いたオイカワ，カワムツの類は姿を消し，

大量の錦鯉が放流されて「鯉を放流しています。

釣りをしてはいけません」との看板があちこち

に立っています。ある生態学者のことばを思い

出します。「天然の川に錦鯉が泳ぐのは“自然”

か。むしろ“不自然”でないか」。川は「瀬」

と「渕」からなり，多様な生物がいたという先

人の教訓はもはや時代遅れでしょうか。

田舎町での動植物についての感想を列挙しま

す。（紙面の浪費をさけるため以下体言止め）。

リンゴガイ等：水田でタニシを発見。「やは

り自然は残っていた」と喜んだが少し違う。水

田のあちこちにある紅色の夥しい卵塊を見て実

体を理解。外来種の通称「ジャンボタニシ」。

山間部の小さな溜め池に悠然と泳ぐブラック

バス。奇妙な自然保護観念により放流，保護さ

れている。家の周辺ＪＲ沿線にはセイタカアワ

ダチソウの大群落。

（元海区水産業研究部長）

定年退職ごあいさつ
森岡　泰啓

退　任　挨　拶
岸田　周三
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転　任　挨　拶
景野　敏男

早いもので広島を離れ５カ月が経過しようと

しています。２度目の瀬戸内海区水産研究所勤

務が13年余り，その間に多くの方々をお見送り

し，この４月，自身の番となってしまいました。

同一場所に長く居座ったための弊害で皆様にご

迷惑をおかけした事をお詫びし，また，いろい

ろお世話になった方々に対し，お礼申し上げま

す。

現勤務地茨城県波崎町は，東京などに比べ気

温はさほど高くありませんが，湿気が多く（夏

場），除湿機がフル稼働しており，蒸し暑さを

感じています。

当研究所へ来られた方はご存知だと思います

が，約70,000㎡ の広大な（細長い）敷地内に研

究本館，研究管理棟など17棟もの建物があり，

その規模の大きなに未だに戸惑っています。

遅蒔きながら間近に迫った独立行政法人化に

向け，組織の見直し，会計制度の構築，衛生管

理者資格の取得などが必要であり，残された時

間はあと僅か，気を引き締めて頑張らねばと思

う今日この頃です。

（水産工学研究所庶務課長補佐）

４月に中央水産研究所に異動となり，約５カ

月が過ぎました。今まで，関東地方で生活をし

たことがなかった私にとっては戸惑いの連続で

すが，色々な角度で横浜生活を楽しんでいこう

と思っております。思えば平成４年４月に採用

されて丸８年。長いようで短かったその間に

様々なことを経験し，勉強させていただきまし

た。私のこれからの人生に役立てていきたい良

い思い出ばかりです。ただ，一つ残念に思うこ

とは，あれほど盛り上がっていた昼休みのサッ

カー活動へ，初期の頃は結構参加していたので

すが，後期に入るとほとんど身を投じることが

出来なくなったことです（テニスも）。頑張っ

ていれば，今よりたくましくなっていたことは

間違いないでしょう。そのかわり，スポーツ以

外の余暇活動は，なかなか充実していたんじゃ

ないかと思います（あえて何かは書きませんが，

今となっては素敵な思い出です）。

最後に，これから色々と大変だと思いますが，

共に頑張っていきましょう。瀬戸内水研のみな

さんとまたお会いできる日を楽しみにしており

ます。お世話になりました。

（中央水研総務部庶務課）

約15年間慣れ親しんだ広島を離れ昨年12月１

日に独立行政法人水産総合研究センター設立準

備室へ転任となり横浜へ移動しましたが，本年

９月１日付けでさらに北の東北区水産研究所へ

転勤となりました。昭和60年４月に右も左もわ

からぬ広島へ赴任しましたのがつい最近のよう

な気がしますが，思い起こせばいろいろな事が

あったという気がします。何度かつらい思いを

して，「10年間は修業」と自分に言い聞かせた

ことも思い出されますが，全体的にはよい上司

と，協力し易くいい面で刺激し合うことができ

る同僚たちに囲まれていたと思います。また，

各種スポーツ活動に参加することによって幅広

い人々と交流できたことや瀬戸内ブロックの府

県の方々といろいろな場面で面識をもてたこと

が大きな収穫でした。この場で関係方々には感

謝いたします。東北地方はこれまで学生の頃立

ち寄っただけであり，目新しいことばかりです。

宿舎まわりは広島（楽々園）ほど便利ではなく，

車なしではかなり不便を感じます。楽々園がそ

の名のとおり“楽々”な所であったことを改め

て感じていますが，この地方ならではの新鮮な

魚介類等おいしい食べ物がたくさんあり，これ

からの大きな楽しみです。新しい場面では皆さ

転　任　挨　拶
梅木　和義

転　任　挨　拶
神山　孝史
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んに暖かく迎えてもらったため，問題なく過ご

してしますが，瀬戸内水研とは研究環境や研究

フィールドにとかなり違いがあるため自分自身

の研究を軌道に乗せるまでにまだ相当時間がか

かりそうです。あせらずじっくり腰を据えて新

たな飛躍をめざしたいと思っています。着任し

た研究室は沿岸海域の環境問題を扱っており，

今後も瀬戸内水研の方々と協力していかなけれ

ばならないことも多くあります。今後もいろい

ろお世話になると思いますが，よろしくお願い

いたします。

（東北区水産研究所海区産業研究室長）

この４月に西海区水産研究所の陽光丸に赴任

してはや４カ月が経ち，やっとこちらの航海に

も慣れて参りました。

瀬戸内海区水産研究所の皆様には，昭和60年

に当時の南西海区水産研究所所属でありました

現しらふじ丸に赴任して以来，15年の永きにわ

たりお世話になりました。

又，しらふじ丸の皆様に公私共にご厚情を賜

りましたこと深く感謝致しております。

翌平成13年度からの独立行政法人化を迎え水

産研究所も調査船もいよいよ多難な時代に入っ

て参りますが，瀬戸内海区水産研究所及びしら

ふじ丸のさらなるご発展とご活躍をお祈り申し

上げます。

広島に帰りました祈りには御挨拶に伺うつも

りでおりますのでどうかよろしくお願いいたし

ます。

（陽光丸機関長）

瀬戸内海区水産研究所（旧南西海区水産研究

所）に赴任したのは，16年前になります。旧海

洋丸よりしらふじ丸に転船し瀬戸内海での調査

航海は，船舶，漁船は多いし，水道の流れは強

いし狭いし初めて舵を握ったときは緊張しまし

た。その後いろいろと，人生と仕事外では経験

できない16年でした。今中央水産研究所高知庁

舎こたか丸に赴任し，はや５カ月になります。

こちらは瀬戸内海と違い外海なので，天候に大

きく左右される航海です。調査航海もいろいろ

行い今後の仕事に生かしていきたいと思いま

す。今後ともご指導，ご鞭撻のほどよろしくお

願い致します。

（こたか丸甲板長）

４月１日付けで西海区水研より瀬戸内海水研

に配置換になりました西田博文です。

同じ水研でも，仕事のやり方等違いがあり，

最初は戸惑いの連続でしたが，最近，少しです

が仕事にも慣れてきたかなと思っています。

これからも，色々とご迷惑をかけることが

多々あると思いますが，よろしくお願いしま

す。

（庶務課用度係長）

海洋環境部長を拝命し，中央水研から配置替

えとなりました。昭和63年入省以来，日水研で

の２年４カ月の間に富山湾の深層水プロジェク

トに参加し，次に西海区水研での６年間に縁辺

海（東シナ海）の物質循環プロジェクトを牽引

し，その後，中央水研に異動。

中央水研では海洋環境研究官として全国的視

野で水産・海洋研究，水産業及び他産業の動向

の把握に努めながら，プロ研の組み立て・研究

推進を図ると共に，独法化に係る作業を行って

きました。終わってみれば中央の３年間は早い

転勤の御挨拶
松元　文行

着　任　挨　拶
西田　博文

着　任　挨　拶
井関　和夫

転勤の御挨拶
甲斐　　正
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もので，この間，当初の想像を超えて他分野に

渡って勉強をすることができました（否応なく

の面も多分にありましたが）。その結果，水産

に関わる問題解決には，今後益々，研究の重点

化と総合・統合型研究が必要であることを再確

認した次第です。

岡山県笠岡生まれの私にとって，瀬戸内海は

子供の頃から慣れ親しんだ海（主に遊びの場）

でしたが，この度の異動により主に仕事の場と

なりました。半閉鎖系の内海は，周知の通り人

間活動の影響，他産業による多面的な利用を受

け，様々な社会問題を宿し，まさに統合型研究

が必要とされる海域です。これまでの経験を活

かし，複雑系である諸問題の解決に向けて努力

する所存です。ご指導・ご鞭撻のほどよろしく

お願いします。

（瀬戸内海海洋環境部長）

４月１日付けで遠洋水産研究所外洋資源部か

ら当水研の環境保全部に配置換となり，広島に

引っ越してきました。1991年に入省するまでは

PCB などの環境汚染物質の海洋生態系での挙動

に関する研究を行っており，こちらでは同様の

研究を再開することになりました。遠洋水研で

も PCB を化学トレーサーにイカ類の系群判別

を試みたりと，分析から全く離れていた訳では

ないのですが，９年のブランクは大きく勉強し

なければいけないこともたくさんあります。よ

ろしくお願いします。

この４月から赤潮環境部有毒プランクトン研

究室の配属になった長井　敏と申します。３月

迄は兵庫県の職員として，仕事をしていました。

兵庫県に就職後，明石にある水産試験場で，漁

場環境，中でも赤潮の発生機構と予察に関する

研究をしました。就職後最初は，研究を一所懸

命するつもりも毛頭なく，夕方５時半になれば，

そそくさと帰り，休日は，友達と三宮をうろう

ろしていました。研究に力を入れるようになっ

たのは，就職後，１年経った頃からです。明石

で７年間，仕事をした後，プランクトンの仕事

はもういいからということで，日本海側にある

但馬水産事務所試験研究室への異動を命ぜら

れ，水産加工の方を担当することになりました。

閑静な田舎町で４年間，加工の仕事と，明石で

取ったデータで論文を書くこと，本を詠むこと

で時間を過ごしました。ローソンが近くにない

こと，静かなことがとても嫌でした。でも，ス

ノーボードだけは，けっこう上達しました。

４月に広島に着て，５ヵ月が過ぎました。広

島の街は，それでもけっこうにぎやかで気に入

っています。今，水研に来てから取ったデータ

で，初めての論文を書いています。もうすぐ仕

上がります。時間が過ぎてゆくのは速いですね。

有毒渦鞭毛藻類の生活環の解明，耐久細胞（種）

形成に関与する最近の研究などの大量発生防除

をテーマにしようと考えております。この分野

の研究の進展に少しでも貢献できるように，出

来れば，一番前を歩いていられるように，努力

を惜しまないつもりです。よろしくお願いしま

す。

（有毒プランクトン研究室）

４月１日付けで西海区水産研究所陽光丸より

しらふじ丸機関長に配置換えとなり，着任し早

くも５ヶ月が過ぎました。

私ごとですが入庁して29年となります。その

間，探海丸，白嶺丸，みずほ丸，陽光丸，しら

ふじ丸と乗船し，振り返ってみますと中型船ば

かりの乗船となりました（私の体は年々大型と

なりました）。しらふじ丸は今度で２回目の乗

転　入　挨　拶
田中　博之

転　入　挨　拶
長井　　敏

転　入　挨　拶
吉武　政己
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船となり，前回は平成２年に１航海だけお世話

になった船なので，他船より不安がないと思っ

ていたのですが，実際は乗組員の方には色々の

ことでご迷惑をお掛けしています。また本船は，

私にとって初めての機関長としての場所で，責

任重大と感じている毎日ですが，皆様方とは公

私ともに楽しくやっていきたいと思っていま

す，微力ですが職務に一層努力し，頑張ってい

きたいと思います。どうぞ宜しくお願いいたし

ます。

（しらふじ丸機関長）

４月１日付で若鷹丸より転船してきました小

泉です。入庁以来，調査船畑で育ってきました。

しらふじ丸で少しでも役に立てば？と思ってい

ます。どうぞよろしくお願いします!!

趣味など特別無いけど，酒は大好きです。ロ

ープワーク，（玄関マット，ベルト，プラント

ハンガーなど）も好きでやっています。

《注文受けます》

（しらふじ丸甲板次長）

下関の水産大学校練習船・展鷹丸からまいり

ました。

赴任して半年近くが過ぎようとしているころ

になってやっと広島での生活のリズムをつかん

だように思えます。

野球・ゴルフなどスポーツは見るのもプレー

するのも好きです。

皆さんどうぞよろしくお願いします。

（しらふじ丸甲板次長）

転　入　挨　拶
小泉　房則

転　入　挨　拶
長谷　房弘
なが たに
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人事の動き

発令年月日　　 新　　　所　　　属　　　　　　 氏 名 旧　　　所　　　属

12．３．31 定年退職 森岡　泰啓 瀬戸内海海洋環境部長

12．３．31 退　　職 北野　健一 しらふじ丸甲板長

12．４．１ 庶務課用度係長 西田　博文 西海区水産研究所庶務課用度係

〃 瀬戸内海海洋環境部長 井関　和夫 中央水産研究所海洋環境研究官　

〃 環境保全部主任研究官 田中　博之 遠洋水産研究所外洋資源部主任研究官

〃 赤潮環境部有毒プランクトン研究室 長井　　敏 兵庫県但馬水産事務所（人事交流）

〃 しらふじ丸機関長 吉武　政己 西海区水産研究所陽光丸一等機関士

〃 しらふじ丸甲板長 小泉　房則 東北区水産研究所若鷹丸甲板次長

〃 しらふじ丸甲板次長 長谷　房弘 水産大学校天鷹丸操舵手

〃 水産工学研究所庶務課長補佐 景野　敏男 庶務課庶務係長

〃 中央水産研究所総務部庶務課（準備室） 梅木　和義 庶務課用度係

〃 西海区水産研究所陽光丸機関長 甲斐　　正 しらふじ丸機関長

〃 中央水産研究所こたか丸甲板長 松元　文行 しらふじ丸甲板次長

〃 庶務課庶務係長 瀬川　幸人 庶務課会計係長

〃 庶務課会計係長 曽根　力夫 庶務課用度係長

12．６．１ 退　　職 岸田　周三 海区水産業研究部長

〃 海区水産業研究部長事務代理併任 芦田　勝朗 企画連絡室長

12．７．３ 退　　職 深尾　隆三 環境保全部主任研究官

受け入れた研修

氏　　　名　　　　　所　　　属 研　修　内　容 担当者　　　　　 期　　　間

平岡　雅規 高知県海洋深層水 海藻類の生態調査に関する 藻場・干潟生産 H12.３.15～17

研究所 研究 研究室

平岡　雅規 高知県海洋深 アオサ生態調査に関する 藻場・干潟生 H11.10.17～19

層水研究所 研修 産研究室

岩崎　真琴 日本大学生物資源 赤潮発生期の広島湾北部海域に 有毒プランクトン H12.４.１～13.３.31

学科 おけるマクロプランクトン相の 研究室

関する研究

外丸　裕司 愛媛大学農学部 藻類ウイルスの培養実験技術 赤潮生物研究室 H12.４.１～13.３.30

研究

JICA 研修生11名 JICA（広島大学生物生産学部） 講義及び技術指導 企画連絡室他 H12.５.16～18

押野　明夫 宮城県気仙沼水産 モノクローナル抗体による貝類 浅海生物生産研究室 H12.６.19～23

試験場 浮遊物幼生の同定手法

阿知波英明 愛知県水試漁業生 モノクローナル抗体による貝類 浅海生物生産研究室 H12.７.24～28

産研究所 浮遊物幼生の同定手法

田辺　博司 ㈱エス・ディ・エス 藻類及びウイルスの飼育・基本 赤潮生物研究室 H12.７.30～12.８.４

バイオテックつく 的計数操作等

ば研究所

海外出張

氏　　　名　　　 国　　名　　 用　　　　務　　　　名　　　　　　　　　　 期　　　間

山口　峰生 オーストラリア 有害藻類国際会議 Ｈ12.２.５～12.２.13

人事・研修・来訪者（Ｈ11．12．18～Ｈ11．７．31）

Yamane Shin
31


Yamane Shin
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小谷　祐一 オーストラリア 有害藻類国際会議 Ｈ12.２.５～12.２.13

板倉　　茂 オーストラリア 有害藻類国際会議 Ｈ12.２.５～12.２.13

松山　幸彦 オーストラリア 有害藻類国際会議 Ｈ12.２.５～12.２.13

長崎　慶三 アイルランド他 藻類ウイルスワークショップ及び研究打合せ Ｈ12.５.26～12.６.５

玉井　恭一 ペ ル ー ＡＰＥＣ海洋資源保全ＷＧ会合 Ｈ12.６.６～12.６.13

小谷　祐一 アメリカ 貝毒の安全管理に関する国際会議 Ｈ12.６.18～12.６.26

松山　幸彦 アメリカ 貝毒の安全管理に関する国際会議 Ｈ12.６.18～12.６.26

来 訪 者

月　日　　　　所　　　　属　　　　　 氏 名

11.12.8 農業環境研究所 上路雅子科長他

12.1.20 広島県西部地区小学校 浦江辰美会長他

教育研究会理科部会

12.1.20～21 水産庁資源生産推進部 今村研究管理官他

研究指導課

12.1.21 人事院中国事務局 山田験整給与係長他

12.1.25 ㈱ドキュメンタリー 田平陽子ディレクター

ジャパン

12.1.28 Ｋyungnam Ｕniversity Che-Hee Yoon教授他

12.1.29 ㈱ドキュメンタリー 田平陽子ディレクター他

ジャパン

12.1.31 製鋼スラグＣＯ２固定 日野光他

化研究会

12.2. 1 運輸省船舶技術研究所 木原洸総括研究

官他

12.2.3～4 仙台漁業調整事務所 辻野彰総務係長

12.2.3 水産大学校 滝沢敬助教授他

12.2.9 建設省中国地方建設局 角山企画係長他

５名

12.2.9 八千代興産㈱ 穴光秀典氏

12.2.10 佐伯郡大野町 中丸元夫町長他

12.2.22 運輸省港湾技術研究所 小和田亮次長他

12.2.23 農林水産技術会議事務 志村高明予算第２係長他

局総務課

12.2.28 福山大学 学生26名

12.3.6 中国地方建設局 吉田設備係長他

12.3.15 中国新聞社 中村敏解説委員

12.3.17 養殖研究所 山本茂也技官他

12.3.16 八千代興産㈱ 穴光秀典氏

12.3.22 広島自然教育社 竹田隆一氏

12.3.30～31 遠洋水産研究所 高井信営繕係長他

12.3.31 香川県水産試験場 浦山光二氏他

12.4.4 広島自然教育社 竹田隆一氏他

月　日　　　　所　　　　属　　　　　 氏 名

12.4.5 大野町国際支援協会 川田裕子氏

12.4.12 広島大学生物生産学部 今林博道教授他

12.4.20 水産大学校 紙元郁栄氏（学生）

12.4.21 水産庁資源生産推進部 吉村係長他

研究指導課

12.4.26 広島県水産試験場 清水邦彦場長他

12.4.28 大野町国際支援協会 川田裕子氏他

12.5.15 広島大学生物生産学部 飯島憲章助教授

12.5.19 菱明技研㈱ 浜田高義氏

12.5.23 水産庁漁政部漁政課 富樫博志船員管理

船舶管理室 官他

12.5.30 広島県立原養護学校 神田進教頭他

12.5.30～31 水産庁資源生産推進部 川村課長補佐他

12,6,5 中国地方建設局 築地建築係長他

12.6.6 京都大学 小路淳氏（研究生）

12.6.20 廿日市警察署 大本警備課長

12.6.21 北海道立中央水産試験 吉田英雄海洋環境

場 部長

12.6.22 （社）日本栽培漁業協会 清水悟常務他

西日本支部

12.6.22 中央水産研究所 平井光行海洋環境

研究官

12.6.23 廿日市警察署 岡野政義署長他

12.6.28 広島大学生物生産学部 大塚助教授他

12.7.10 中国新聞社 後藤洋介氏他

12.7.13 佐伯町立佐伯中学校 渡辺教諭

12.7.27 （社）日本栽培漁業協会 福永場長他

12.7.31 廿日市市立四季が丘 ３年５組女子

中学校

12.7.31 広島工業大学附属 中野光夫教諭

広島高校・中学校

12.7.31 建設省中国地方建設局 庄司営繕監督官他

営繕部
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瀬戸内海区水産研究所研究報告，２，2000．3
藤井一則……マダイおよびベステルのビテロジェニン

に関する研究．1-48
辻野　睦・有馬郷司・神山孝史・内田卓志……呉湾の

マクロベントスとメイオベントスと底質環
境．49-56

松山幸彦・内田卓志・小谷祐一……ラフィド藻 Hetero-
sigma akashiwo および Chattonella antiqua の
培養ろ液が珪藻 Skeletonema costatum の増殖
に及ぼす影響．57-66

板倉　茂……沿岸性浮遊珪藻類の休眠期細胞に関する
生理生態学的研究．67-130

Kono N.……Effect of water flow rate and washing
duration on the recovery rate of ichthyopl-
ankton from a bongo net. 131-133

瀬戸内海区水産研究所調査研究業績，１，2000．3

「流出油の海洋生態系に及ぼす影響調査法」
有馬郷司……総論１：原油および石油製品．1-4
山田　久……総論２：流出油の海洋における挙動と水

生生物に及ぼす影響．5-18
山田 久……各論１：海水および底質の油分調査法．

19-23
玉井恭一……各論2.2：付着生物．31-33
玉井恭一……各論2.3：底生生物．34-35
山田　久……各論４：流出油成分の蓄積・残留調査法．

41-42
小山次朗……各論5：石油類生態毒性試験．43-50
山田　久……各論6.1：海水中油分．51-54

小谷祐一……日本海西部及び九州北部沿岸海域におけ
る Gymnodinium catenatum シスト調査－そ
の方法の検討と結果の概要－．漁場環境保全
研究推進全国会議赤潮・貝毒部会議事要録
（平成11年度），14，2000．3

柴田玲奈……瀬戸内海におけるヒラメの標識放流試験
の経過について．漁業資源研究会議底魚部会
報，3，39-41，2000．3

小谷祐一……毒成分分析のための Alexandrium 属有毒
プランクトン培養株の確立．パイオニア特研
「麻痺性有毒プランクトンの発生予察手法の
開発」平成10年度研究報告，18-22，1999．
12

松山幸彦・内田卓志・小谷祐一……Alexandrium ta-
marense 栄養細胞の増殖特性と環境要因との
関係．パイオニア特研「麻痺性有毒プランク
トンの発生予察手法の開発」平成10年度研究
報告，5-11，1999．12

板倉　茂・山口峰生……広島湾における Alexandrium

tamarense シストの存在密度と発芽率の季節
変動. パイオニア特研「麻痺性有毒プランク
トンの発生予察手法の開発」平成10年度研報，
12-17，1999．12

長崎慶三・山口峰生……現場環境中における有毒プラ
ンクトン殺藻微生物の出現動態の解明と分離
の試み．パイオニア特研「麻痺性有毒プラン
クトンの発生予察手法の開発」平成10年度研
報，30-35，1999．12

山口峰生……生理学的特性に基づく新型赤潮プランク
トン優占化機構の解明．「渦鞭毛藻・ラフィ
ド藻等による新型赤潮の発生機構と出現予測
技術の開発に関する研究」５ケ年の研報，7-
20，1999．12

内田卓志・板倉　茂……生態学的特性に基づく新型赤
潮優占化機構の解明．「渦鞭毛藻・ラフィド
藻等による新型赤潮の発生機構と出現予測技
術の開発に関する研究」５ケ年の研報，21-
32，1999．12

長崎慶三・今井一郎……新型赤潮の発生過程における
微生物の影響について．「渦鞭毛藻・ラフィ
ド藻等による新型赤潮の発生機構と出現予測
技術の開発に関する研究」５ケ年の研報，
48-58，1999．12

松山幸彦・内田卓志・広田仁志・織田純生・米田
実・森山貴光・北川 衛・荻田淑彦……海水
中の無機栄養塩及び有機物の動態と新型赤潮
プランクトン優占化機構の関係．「渦鞭毛
藻・ラフィド藻等による新型赤潮の発生機構
と出現予測技術の開発に関する研究」５ケ年
の研報，61-74，1999．12

松山幸彦……平成10年の広島湾におけるヘテロカプサ
赤潮被害：現状と対策について. 瀬戸内海の
赤潮（平成10年度），瀬戸内海漁業調整事務
所編，37-45，1999．8

山本民次・樽谷賢治・河原睦恵・呉碩津……有毒渦鞭
毛藻 Alexandrium tamarense（広島湾株）に
よる溶存態有機リンの利用と排出. 広島大学
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肝臓を用いた海洋汚染の研究，第９回環境化
学討論会講要，178-179，2000．6

川上宏之・田中博之・田中　彰・松田宗明・河野公
栄・脇本忠明……北太平洋外洋域の海洋生態
系における PCDDs/Fs の環境分布，第９回
環境化学討論会講要，280-281，2000．6

池田久美子・小山次朗・宇野誠一・山田　久……二枚
貝による有機スズ化合物の蓄積特性，平成12
年度日本水産学会春季大会講要，26，2000．
4

吉田吾郎……ホンダワラ類の繁殖・生態と藻場造成技
術　Ⅰ－3 生活史と環境要因．平成12年度
日本水産学会春季大会講要　p239.

寺脇利信・内村真之・玉置　仁・新井章吾……屋外水
槽での海藻類栽培法とアマモ，イワズタ類の
成長．日本藻類学会第24回大会プログラム，
96．2000．3

寺脇利信・吉川浩二・吉田吾郎・内村真之・新井章吾
……広島湾における大型海藻類の水平・垂直
分布様式．日本藻類学会第24回大会プログラ
ム，81．2000．3

浜口昌巳・佐々木美穂・大越健嗣……貝類各種のフェ
リチン遺伝子の比較．第４回マリンバイオテ
クノロジー学会講演要旨集，21-22，2000．5

浜口昌巳・佐々木美穂・大越健嗣……各種海産貝類に
おけるフェリチン分子の動態．第４回マリン
バイオテクノロジー学会講演要旨集，21-22，
2000．5

平成11年度瀬戸内海区水産研究所運営会議

平成12年１月26日 大野町 瀬戸内海区水産研究所
外部委員６名，所内委員８名，事務局２名
午前中外部委員を調査船しらふじ丸に載せ，体験航海
を実施し，その後所内施設の現場説明を行った。
午後は所長挨拶に続き，企画連絡室長，瀬戸内海海洋
環境部長，赤潮環境部長，環境保全部長，海区水産業
研究部長，漁場環境保全研究官の順に資料の説明を行
い，それに基づき，外部委員の意見を求めた。
外部委員からは以下の評価があった。
１．他の試験研究機関との一層の連携を図り，成果を
あげるとともに，大学を含めた研究機関の若手研究
者の育成に協力願いたい。
２．今後とも赤潮，資源等の研究をリードすること及
びブロック内養殖研究への取組を強化すること。
３．多くの成果をあげていることが判った。漁業者の
会合等でそれらの成果を発表して欲しい。特に，環

境問題についての判りやすい解説と対処法の提示を
望む。
４．専門領域での著しい成果を広く瀬戸内海周辺に住
む人々へ判りやすい形で発信することも必要と思
う。瀬戸内海の環境のことを判りやすく書いた教材
本的なものができれば教育現場のニーズとも一致す
る。
５．独立行政法人化を控えて，行政，生産者等のニー
ズへの対処の仕方をしっかりと論議してほしい。
平成11年度瀬戸内海ブロック水産業関係試験研究推進

会議

平成12年１月27日～28日 広島市 東方2001
24機関45名参加：所長挨拶で水産研究戦略を作成中で
あり，資源の維持増大・良好な漁場環境の維持保全が
求められる状況下，平成13年４月からの「独立行政法
人水産総合研究センター」へ移行するが瀬戸内水研の
機能は変わらない見込みである旨を告げた。
水産庁研究指導課長が水産基本法（仮称）の制定・関
連法の改正を行い地域毎に資源回復計画を作成する考
え，水産研究所の独法化は国民が必要とする試験研究
に効率よく従事するスタイルへの制度変更である旨，
挨拶した。続いて，漁場環境研究保全研究官から11年
度の漁場環境保全研究推進全国会議の結果が報告され
た。さらに，各部長より各研究会の活動概要が報告さ
れた。協議事項として運営会議報告，11年度研究経過
と12年度研究計画，11年度研究成果，特定独立行政法
人移行，標識放流情報・再捕情報，研究成果の具体的
公表法について論議が行われた。
平成11年度漁場環境保全研究推進全国会議赤潮・貝毒

部会

平成11年12月14日～15日　広島市　東方2001
61機関103名参加：水研，瀬戸内海及び九州ブロック
内各府県水試を中心に，両ブロック以外の府県水試，
国・地方の行政担当官，大学，民間研究所，科学技術
振興事業団などの参加を得，活発な論議と情報交換が
なされた。議題は以下の通りである。
１）漁場保全研究推進全国会議および赤潮・貝毒部会
について
２）平成11年度における赤潮・貝毒の発生状況と環境
条件についての情報及び意見交換
３）東北ブロック水産業関係試験研究推進会議海区水
産業部会貝毒研究分科会報告
４）総合討論　
５）そ の 他　　　　　　　
６）話題提供
ア．三重県が提供する「プランクトン FAX 情報」，
「英虞湾観測結果のホームページ」の紹介と今年の
概況
中西克之（三重県水産技術センター）
イ．香川県引田町で発生した Gyrodinium sp. 赤潮につ
いて
松岡　聡（香川県赤潮研究所）

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

会議レポート
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜
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ウ．田辺湾南部における Gymnodinium mikimotoi の増
殖と海水交換について
上出貴士（和歌山県農林水産総合技術センター水産
試験場）

エ．Gonyaulax polygramma の生理・生態学的特徴－I
小泉喜嗣（愛媛県水産試験場）

オ．Heterocapsa circularisquamaの増殖生理特性
山口峰生（瀬戸内海区水産研究所）
カ．広島湾に出現する Heterocapsa 属
高山晴義（広島県水産試験場）
キ． Heterocapsa circularisquama の調査・研究への取
り組み. －経過と今後－
玉井恭一（瀬戸内海区水産研究所）
ク．日本海西部及び九州北部沿岸海域における

Gymnodinium catenatum シスト調査
－その方法の検討と結果の概要－
小谷祐一（瀬戸内海区水産研究所）
ケ．広島湾北部海域における有毒渦鞭毛藻　

Alexandrium tamarense の個体群動態数値モデルの
開発
山本民次（広島大学生物生産学部）
パイオニア特別研究「麻痺性有毒プランクトンの発生

予察手法の開発」平成11年度推進評価会議

平成12年2月25日，広島市，東方2001
９機関，22名参加：はじめに，農林水産技術会議事務
局の担当官による次年度予算配分案の提示および評価
の方法等についての確認が行われた。引き続いて，各
課題担当者から平成11年度研究成果及び平成12年度研
究計画についての報告があり，これらについての質
疑・討論を行った。さらに，平成11年度の主要研究成
果と研究推進上の問題点についての取りまとめを行っ
た後，「大課題300 : 麻痺性有毒プランクトンの発生予
察手法の開発」のとりまとめ方針と平成11年度研究報

告の作成について確認した。最後に，３名の担当評価
委員（広島大学生物生産学部松田治教授，山野恵祐研
究調査官，玉井恭一赤潮環境部長）から，指導及び助
言とともに，研究成果及び研究計画についての評価を
受けた。

【H12. 2.23】
「個体としての採餌戦略・防衛戦略と集団としての捕
食圧～肉食性巻貝が藻食性貝類に与える影響～」
（鹿児島大学　山本智子）
「紅藻ツルシラモの再生に関する研究」
（東北区水産研究所　村岡大祐）
【H12. 3. 8】
「紅藻・アマノリ類の生活史の多様性」
（千葉県立中央博物館　菊地則雄）
「褐藻・ホンダワラ類の分類の現状」
（北海道大学　吉田忠生）
【H12. 3.22】
「黄色植物及びそれに繋がる葉緑体を持たない真核微
生物の系統ストラメノパイル生物群について」
（甲南大学　本多大輔）
【H12. 6. 7】
「五ヶ所湾のガラモ場生物と安定同位対比について」
（養殖研究所　石桶由香）
【H12. 8.11】
「アマモ場の組織培養について」
（愛媛県中予水産試験場　喜安宏能）

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

瀬戸内海区水産研究所談話会
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マミチョグ（mummichog ; Fundulus heteroclitus）（中央写真上：雄，下：雌）はフロリダ湾北部からセントローレンス

に至る北米東海岸河口域に生息するメダカ目の魚であり，幅広い塩分濃度（海水から淡水まで）で飼育することができま

す。また，約１年で成熟し，３月から８月の産卵期には，直径２ミリ弱の卵を１尾あたり毎日100個前後産みます。受精

卵から約２週間ほどで孵化した仔魚は，アルテミアを餌料に簡単に飼育できるため，最も汚染物質の影響を受けやすい，

受精卵から仔稚魚期までの期間を汚染物質に暴露する初期生活段階毒性試験に利用されています。また，マミチョグは内

分泌や，繁殖生理などの分野の実験動物として広く利用されていることから，環境ホルモンの影響を調べる実験動物とし

ても利用されています。 右上の写真はノニルフェノールの影響により腹水の溜まったマミチョグ仔魚（NP）および対照

区のマミチョグ（C）です。

瀬戸内水研ニュース４号をお送りします。平成13年４月１日から瀬戸内海区水産研究所も独立行政法人水産総合研究セ

ンターの一員として新たに出発します。研究所の名称は現在と同じです。研究の内容については，さらに重点化し，第一

期５年間の中期計画を策定中です。瀬戸内海ブロックの水産資源の持続的な利用や漁場環境保全のために解決すべき研究

課題がまだまだまだたくさん残されています。水産の研究は，地味で長い時間かかります。重点化した中期計画の内容は

次号でお知らせする予定ですので，ニュースの読者の暖かいご支援をお願い致します。

表紙の説明

編 集 後 記

Yamane Shin

Yamane Shin
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